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否
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ベ
カ
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び
に

は
じ
め
に

（1）

「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
形
式
は
、
「
ベ
シ
」
に
続
く
否
定
の
語
の
違
い
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
次
の
三
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ズ
」
が
後
続
…
…
…
ベ
カ
ラ
ズ

「
ア
ラ
ズ
」
が
後
続
…
ベ
ク
（
モ
）
ア
ラ
ズ
・
ベ
キ
ニ
（
モ
・
ハ
）
ア
ラ
ズ
（
・
ベ
キ
ナ
ラ
ズ
）
（
用
例
の
多
く
が
助
詞
「
モ
」
を
介
す
る
）

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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「
ナ
シ
」
が
後
続
…
…
ベ
ク
（
モ
）
ナ
シ
・
ベ
キ
（
モ
）
ナ
シ
（
用
例
の
殆
ど
が
助
詞
「
モ
」
を
介
す
る
）

こ
の
う
ち
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
は
、
既
に
諸
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
と
同
義
語
的
な
存
在
と
し
て
、
和
文
語
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
「
マ
ジ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
和
漢
混
清
文
に
は
こ
れ
ら
「
マ

ジ
」
を
含
め
た
四
種
の
表
現
形
式
（
語
形
）
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

平
安
時
代
の
言
語
体
系
の
中
に
は
、
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
と
い
う
位
相
を
異
に
す
る
二
系
統
の
言
語
が
存
す
る
こ
と
が
、
諸
先
学
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
、
そ
の
相
違
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
日
本
語
の
文
章
様
式
と
い
う
点
で
見
れ
ば
、
和
文
や
漢
文
訓
読
文
と
は

異
な
る
系
統
の
和
化
漢
文
が
あ
る
。
和
化
漢
文
に
用
い
ら
れ
た
語
の
中
に
は
、
そ
の
語
形
や
意
味
・
用
法
が
和
文
語
や
漢
文
訓
読
語
の
ど
ち

ら
に
も
属
さ
な
い
和
化
漢
文
特
有
の
も
の
（
記
録
語
と
称
さ
れ
る
も
の
）
が
あ
り
、
そ
れ
ら
三
者
の
影
響
を
様
々
な
形
で
受
け
な
が
ら
成
立
し

た
の
が
、
中
世
以
降
特
に
発
達
し
た
和
漢
混
清
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
和
漢
混
清
文
に
用
い
ら
れ
る
語
の
特
徴
は
、
和
文
の

用
語
・
漢
文
訓
読
の
用
語
・
和
化
漢
文
の
用
語
を
包
有
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
一
応
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
和
漢
混
清
文
の
用
語
が
、

そ
れ
ら
三
者
か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
は
い
い
な
が
ら
、
三
者
の
用
語
と
総
て
が
全
く
同
一
の
も
の
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
特
に
助
詞
・
助
動
詞
に
つ
い
て
は
和
文
か
ら
の
影
響
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
和
文
に
お
け
る
意
味
・
用
法

が
多
岐
に
わ
た
る
複
雑
な
も
の
で
も
、
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
そ
れ
は
、
幾
分
単
純
化
さ
れ
た
意
味
・
用
法
に
な
っ
て
お
り
、
和
文
に
お
け

、
り
－
」

る
も
の
の
根
幹
的
な
或
は
普
遍
的
な
部
分
が
受
容
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
本
稿
で
考
察
す
る
主
な
問
題
の
所
在
と
目
的
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
「
マ
ジ
」
が
和
文
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
ベ
カ
ラ
ズ
」
は
漢
文
訓
読
語
で
あ
る
と
さ
れ
、
両
者
の
関
係
は
文
体
的
位
相
差
が
問
題
に
さ
れ
る
程
度
で
、
同
義
的
な
語
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
そ
れ
で
は
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
同
じ
く
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
で
あ
る
「
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
「
ベ
ク
モ
ナ
シ
」
な
ど
に
も
文
体
的
位
相
差
の

如
き
も
の
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
マ
ジ
」
と
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
と
の
意
味
・
用
法
上
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
語
形
を
異
に
す
る
も
の
ど
う
L
が
、
意
味
・
用
法
な
ど
を
全
く
同
一
に
し
な
が
ら
、
し
か
も
高
い
使
用
頻
度
で
、
同
一



資
料
内
に
共
存
す
る
こ
と
は
一
般
的
に
は
考
え
難
い
。
両
者
は
、
あ
る
程
度
は
重
な
り
合
う
部
分
を
持
ち
な
が
ら
も
、
相
互
に
不
足
す
る
部

分
を
補
い
合
う
為
に
、
或
は
基
本
的
な
部
分
で
は
微
妙
な
意
味
・
用
法
上
の
差
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
が
存
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
共
存
し
得

た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
特
に
漢
文
訓
読
色
の
強
い
文
体
の
中
に
あ
っ
て
、
否
定
の
語
を
後
続
す
る
形
が
「
ベ
シ
」
の
自
然
な
否

定
表
現
形
式
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
な
ど
で
は
な
く
全
く
語
形
の
異
な
る
「
マ
ジ
」
の
方
を
殊
更
に
用
い
る
よ
う
な
場
合
は
、

そ
の
必
然
性
や
背
景
と
な
る
理
由
が
存
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
飽
く
ま
で
も
可
能
性
と
し
て
で
あ
る
が
、
「
マ
ジ
」
の
持
つ
意

味
・
用
法
と
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
の
そ
れ
と
の
間
に
特
徴
的
な
差
異
が
あ
れ
ば
、
そ
の
本
質
的
な
部
分
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
ベ
シ
」

の
意
味
・
用
法
の
根
幹
的
な
要
素
（
本
義
）
を
見
極
め
る
手
掛
か
り
と
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（3）

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
資
料
と
詳
細
な
検
討
に
基
づ
い
た
諸
先
学
の
御
高
論
が
既
に
あ
り
、
明
ら

か
に
さ
れ
て
き
た
部
分
も
多
い
。
本
稿
で
述
べ
得
る
こ
と
も
結
論
的
に
は
先
学
の
成
果
を
追
っ
て
確
認
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
が
、
先
学
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
従
来
の
捉
え
方
だ
け
で
充
分
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
再
検
討
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ

た
視
点
で
、
同
一
表
現
内
容
を
表
す
異
語
形
が
存
す
る
こ
と
の
意
義
を
中
心
に
検
討
・
考
察
を
加
え
よ
う
と
思
う
。
な
お
、
「
マ
ジ
」
を
検
討

対
象
と
す
る
に
当
た
っ
て
は
そ
の
周
辺
に
あ
る
「
ジ
」
と
の
関
連
も
重
視
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
の
焦
点
を
拡
散
さ
せ
な
い
た
め
に
、
ひ

と
ま
ず
措
く
こ
と
に
す
る
。
「
ジ
」
は
「
ム
」
に
対
応
す
る
否
定
語
と
い
わ
れ
る
が
、
「
ム
」
に
は
直
接
に
否
定
の
語
を
下
接
し
た
否
定
形
が

な
い
。
「
ム
」
に
対
応
す
る
「
ジ
」
に
対
し
て
、
「
ベ
シ
」
に
は
「
マ
ジ
」
と
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
な
ど
が
存
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、
同
一

（
或
は
類
似
）
表
現
内
容
の
異
語
形
に
よ
る
表
現
形
式
を
通
し
て
、
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
の
問
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。

一
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
可
」
　
の
否
定
表
現

和
漢
混
清
文
で
は
「
ベ
シ
」
は
「
可
」
字
に
よ
っ
て
漢
字
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
国
語
助
動
詞
「
ベ
シ
」
が
漢
字
「
可
」

（4）

と
極
め
て
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
「
可
」
が
「
ベ
シ
」
に
対
す
る
書
記
用
漢
字
と
し
て
安
定
し
て
い
た
こ
と
を
示
す

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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も
の
で
あ
ろ
う
。
否
定
作
用
の
語
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
「
ズ
」
に
対
し
て
は
「
不
」
が
、
「
ア
ラ
ズ
」
に
対
し
て
は
「
非
」
が
、
「
ナ
シ
」
に

対
し
て
は
「
無
（
元
）
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
書
記
用
漢
字
と
し
て
用
い
ら
れ
、
一
般
的
に
は
安
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
問

題
に
し
よ
う
と
す
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
形
式
三
種
の
漢
字
表
記
に
は
、
そ
の
語
序
を
問
わ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
「
不
可
」
「
非
可
」
「
無

（
元
）
可
」
の
形
が
考
え
ら
れ
る
（
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
実
際
例
は
、
「
不
可
」
以
外
は
「
可
（
キ
ニ
）
非
」
「
可
（
ク
モ
）
元
」
の
如
き
語
序
で
現

れ
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
）
。

「
不
可
」
は
純
漢
文
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
が
「
不
可
」
の
訓
読
か
ら
生
じ
た
漢
文
訓
読
語
的
性
格
を
持
つ
語
で

あ
る
こ
と
は
、
先
学
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
「
非
可
」
「
無
可
」
と
「
ベ
キ
ニ
ア

ラ
ズ
」
「
ベ
ク
モ
ナ
シ
」
な
ど
と
の
関
係
も
同
様
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
非
可
」
「
無
可
」
等
も
純
漠
文
中
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
い
つ
も
「
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
「
ベ
ク
モ
ナ
シ
」
な
ど
と
、
訓
読
と
い
う
点
で
も
意
味
・
用
法
上
も
、
相
対
す
る
関
係
に
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
純
漢
文
に
お
け
る
「
非
可
」
「
無
可
」
は
、
そ
の
意
味
・
用
法
が
和
文
や
和
漢
混
清
文
に
お
け
る

「
ベ
キ
こ
ア
ラ
ズ
」
「
ベ
ク
モ
ナ
シ
」
な
ど
の
そ
れ
と
必
ず
し
も
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
は
な
く
、
且
つ
和
化
漢
文
や
和
漢
混
清
文
に
お
け

る
「
非
可
」
「
無
可
」
と
も
質
的
に
同
じ
で
あ
っ
た
訳
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
斯
か
る
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
純
漢
文
に
お
け
る

も
の
と
の
比
較
検
討
も
必
要
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
和
語
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
に
つ
い
て
表
現
行
為
の
側
を
中

心
に
考
え
て
い
き
た
い
（
純
漢
文
の
訓
読
は
理
解
行
為
で
あ
る
）
の
で
、
本
稿
で
は
検
討
の
対
象
と
し
な
い
。

そ
こ
で
ま
ず
、
漢
字
表
記
さ
れ
た
も
の
と
の
関
係
を
見
る
た
め
に
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
可
（
ベ
シ
）
」
の
否
定
表
現
を
見
る
こ
と
か
ら

始
め
る
。
中
世
ま
で
の
「
可
」
の
否
定
形
の
意
味
・
用
法
を
概
略
確
認
す
る
た
め
に
、
次
に
示
す
和
化
漢
文
資
料
を
調
査
対
象
と
し
た
。
古

事
記
・
古
語
拾
遺
・
日
本
霊
異
記
（
霊
異
記
と
略
称
）
・
将
門
記
・
日
本
往
生
極
楽
記
（
極
楽
記
と
略
称
）
・
大
日
本
国
法
華
経
験
記
（
法
華
験
記

（5）

と
略
称
）
・
江
談
抄
・
和
泉
往
来
・
注
好
撰
と
東
大
寺
諷
諦
文
稿
（
諷
諭
文
稿
と
略
称
）
・
明
恵
上
人
夢
記
（
明
恵
夢
記
と
略
称
）
で
あ
る
。
諷
論

文
稿
と
明
恵
夢
記
は
、
純
粋
に
和
化
漢
文
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
和
化
漢
文
的
要
素
が
極
め
て
濃
く
、
和
化
漢
文
と
和
文
と
の
関
係
や



和
漢
混
清
文
と
の
関
係
を
見
る
の
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
、
参
照
し
た
。
こ
れ
ら
和
化
漢
文
は
、
漢
文
と
い
う
文
章
様
式
に
依
り
な
が
ら
、

表
記
可
能
な
語
に
は
漢
字
を
用
い
て
、
日
本
語
と
し
て
の
文
章
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
語
法
や
用
字
・
用
語
等
に
お
い
て
純
漢
文
・
漢

文
訓
読
文
・
和
文
の
三
者
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
斯
か
る
和
化
漢
文
に
お
い
て
も
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
「
不
可
」
と
の
関
係
の
緊
密
さ
は
確

認
で
き
る
。
た
だ
、
和
化
漢
文
の
「
不
可
」
が
常
に
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
を
前
提
に
し
た
表
記
と
は
限
ら
ず
、
「
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
等
の
漢
字
表
記

（6）

で
あ
っ
た
可
能
性
も
全
く
な
い
訳
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
書
記
用
漢
字
の
特
徴
と
和
語
と
の
関
係
か
ら
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
中
世

に
お
い
て
は
、
や
は
り
「
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
は
「
非
可
」
で
あ
り
、
「
不
可
」
は
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
の
漢
字
表
記
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
可
（
ベ
シ
）
」
の
否
定
表
現
を
見
る
と
、
「
不
可
」
「
非
可
」
「
無
可
」
の
三
種
と
も
に
そ
の
用
例
が
認
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
「
不
可
」
の
用
例
に
対
し
て
「
非
可
」
「
無
可
」
の
用
例
は
極
め
て
少
な
い
。
ま
ず
少
数
の
「
非
可
」
「
無
可
」
の

例
か
ら
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

調
査
範
囲
内
で
得
ら
れ
る
「
非
可
」
の
用
例
は
次
の
四
例
し
か
な
い
。

○
新
皇
舎
弟
将
平
等
　
窃
挙
二
新
皇
一
云
「
夫
帝
王
之
業
　
非
レ
可
二
以
レ
智
競
l
　
復
非
レ
可
二
以
レ
カ
争

纂
レ
業
承
レ
基
之
王
　
此
尤
蒼
天
之
所
レ
与
也
　
何
値
不
二
権
議
一
（
略
）
」

自
レ
昔
至
レ
今
　
経
レ
天
緯
レ
地
之
君

〔
将
門
記
〕

○
下
レ
筆
図
処
　
山
動
地
震
　
法
皇
大
驚
　
集
会
怖
畏
　
上
人
即
言
「
是
非
討
レ
怖
　
依
レ
図
二
貧
僧
形
体
作
法
一
有
二
此
地
動
一
日
レ
今

以
後
　
亦
有
∴
震
動
相
一
」
麦
図
二
影
像
姦
時
　
山
地
大
震
動
　
法
皇
下
レ
地
礼
こ
拝
上
人
一
　
　
　
　
　
　
　
〔
法
華
験
記
　
中
巻
〕

○
又
被
レ
命
云
　
以
言
文
体
与
レ
之
相
違
　
所
レ
作
之
詩
　
任
レ
意
窓
レ
詞
　
都
無
二
轡
策
一
其
体
実
新
　
其
興
弥
多
　
至
二
千
不
レ
得
之
日
義

非
こ
後
学
之
可
ジ
法
　
則
一
代
之
尤
物
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
江
談
抄
〕

将
門
記
の
例
は
、
『
帝
範
』
（
唐
、
太
宋
撰
）
に
あ
る
句
「
周
開
二
七
百
之
詐
一
素
霊
表
レ
慶
　
漠
啓
l
l
重
世
之
華
　
由
レ
此
而
観
帝
王
之
業
　
非
レ
可

二
以
レ
智
競
一
不
レ
可
二
以
レ
カ
争
議
奏
」
に
拠
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
解
る
よ
う
に
、
「
不
可
」
で
あ
る
こ
と
と
「
非
可
」
で
あ

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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五
二

る
こ
と
と
の
間
に
、
こ
こ
で
は
決
定
的
な
差
異
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
で
は
、
こ
の
部
分
の
「
可
」
字
が
抹
消

さ
れ
て
い
て
、
「
非
」
字
の
み
の
否
定
判
断
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
不
」
と
「
非
」
と
の
相
違
は
、
「
不
」
が
〝
語
の

（7）

否
定
″
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
非
」
は
〝
句
の
否
定
″
と
し
て
否
定
判
断
の
陳
述
に
働
く
と
い
う
点
に
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
例

が
、
「
不
可
」
で
は
な
く
、
「
非
可
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
敢
え
て
求
め
る
な
ら
ば
、
表
現
主
体
が
そ
の
行
為
の
妥
当
性
（
「
可
」
で
表
現
さ
れ

る
内
容
）
を
否
定
的
に
判
断
し
た
こ
と
の
表
現
で
あ
る
点
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
右
四
例
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も

会
話
文
に
お
い
て
、
表
現
主
体
が
、
他
者
の
行
為
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
必
然
性
や
妥
当
性
を
否
定
的
に
判
断
し
た
こ
と
の
表
現
に
な
っ
て

い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
「
無
可
」
　
に
つ
い
て
み
る
と
、
調
査
範
囲
内
で
得
ら
れ
る
の
は
次
の
六
例
で
あ
る
。

○
建
振
熊
命
　
権
而
　
令
レ
云
「
息
長
帯
日
売
命
者
既
崩
　
故
　
無
レ
可
二
更
戦
L
即
絶
l
l
弓
絃
一
欺
陽
帰
服
　
　
　
　
〔
古
事
記
　
中
巻
〕

○
解
二
所
傭
兵
一
両
　
八
度
拝
白
者
「
…
・
是
以
思
　
賎
奴
意
富
美
者
　
雄
二
靖
レ
力
戦
一
更
無
レ
可
レ
勝
　
然
　
侍
レ
己
入
二
坐
干
障
家
一
之

王
子
者
　
死
而
不
レ
棄
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
古
事
記
　
下
巻
〕

○
白
二
其
王
子
一
「
僕
者
手
悉
傷
　
矢
亦
尽
　
今
不
レ
得
レ
戦
　
如
何
」
其
王
子
答
詔
「
然
者
　
更
無
レ
可
レ
為
　
今
殺
レ
吾
」
故
　
以
レ
刀
刺
二
殺

其
王
子
一
乃
切
二
己
頸
一
以
死
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
古
事
記
　
下
巻
〕

○
大
和
国
添
上
郡
　
有
二
凶
人
一
也
　
（
略
）
　
徒
学
l
l
書
伝
l
　
不
レ
養
二
其
母
一
々
貸
二
子
稲
一
元
二
物
可
甘
償
　
陪
保
忽
怒
逼
徴
之
　
時

母
居
レ
地
　
子
坐
二
胡
床
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
霊
異
記
　
上
巻
〕

○
嬢
大
歓
喜
　
不
レ
勝
二
専
心
一
脱
t
一
著
黒
衣
一
与
レ
使
而
言
「
元
二
物
可
ジ
献
　
但
有
二
垢
衣
一
幸
受
用
之
」
使
母
取
著
　
急
々
還
去
以
食

饗
　
夫
見
レ
食
而
怪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
霊
異
記
　
中
巻
〕

○
班
超
力
往
霊
天
竺
て
戴
レ
雪
而
反
レ
家
　
蘇
武
力
行
一
宣
シ
バ
胡
些
痕
レ
首
而
来
レ
国
　
選
雫
年
月
づ
而
有
シ
有
レ
ハ
亦
モ
相
見
ッ
　
充
常
之
別

ハ
経
誓
日
月
ブ
　
（
片
時
）
無
レ
可
こ
相
見
談
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
諷
詞
文
稿
〕



右
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
資
料
の
成
立
が
比
較
的
早
い
時
期
の
も
の
に
認
め
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
「
無
」
字
と
和
語
「
ナ
シ
」
と
の
関
係
が
末
だ

充
分
に
安
定
し
て
い
た
と
は
限
ら
ず
、
「
無
可
」
が
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
を
前
提
と
し
て
い
た
可
能
性
も
な
い
訳
で
は
な
い
。
今
は
訓
み
と
の
関
係

は
措
い
て
、
「
無
可
」
で
表
記
さ
れ
た
も
の
の
意
味
を
見
る
。
ま
ず
、
古
事
記
の
三
例
は
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
必
然
性
の
否
定
、
或
は
可
能

性
の
否
定
と
解
釈
で
き
る
。
た
だ
、
可
能
性
の
否
定
（
不
可
能
）
と
い
う
場
合
で
も
、
必
然
性
が
な
い
こ
と
を
根
拠
に
し
た
不
可
能
で
あ
り
、

そ
の
基
本
は
や
は
り
必
然
性
の
否
定
を
中
心
に
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
霊
異
記
の
例
は
、
語
序
が
不
自
然
に
な
る
が
「
～
可
キ

物
元
」
と
訓
め
な
く
も
な
い
の
で
、
本
稿
の
対
象
外
に
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
例
に
示
し
た
よ
う
に
訓
む
な
ら
ば
、
不
可
能
の

意
味
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
諷
諦
文
稿
の
例
も
、
同
様
に
不
可
能
の
意
味
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
右
六
例
に
共
通
点
を
認
め

る
な
ら
ば
、
表
現
主
体
が
或
る
情
況
（
根
拠
）
に
基
づ
い
て
不
可
能
と
判
断
し
た
こ
と
の
表
現
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
和
化
漢
文
に
用
い
ら
れ
た
「
非
可
」
「
無
可
」
は
、
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
や
或
る
情
況
（
根
拠
）
を
前
提
に
不
可

能
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
の
表
現
に
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
「
不
可
」
の
有
す
る
意
味
・
用
法
ほ
ど
に
は
広
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
不
可
」
で
表
現
さ
れ
た
内
容
の
方
を
見
る
と
、
一
般
に
「
ベ
シ
」
が
有
す
る
と
さ
れ
る
多
岐
に
亙
っ
た
意
味
・
用
法
に
応
ず
る
否
定
形
と

し
て
機
能
し
て
お
り
、
様
々
な
表
現
に
用
い
ら
れ
る
。
即
ち
、
国
語
助
動
詞
「
ベ
シ
」
を
前
提
と
し
た
「
可
」
の
否
定
表
現
と
し
て
は
、
「
不

可
」
が
最
も
自
然
で
一
般
的
な
形
と
し
て
そ
の
意
味
・
用
法
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
不
可
」
の
意
味
・
用
法
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
と
、
そ
の
殆
ど
が
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
を
意
味
す

（8）

る
用
例
で
、
基
本
的
な
部
分
で
は
「
非
可
」
「
無
可
」
と
通
ず
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
非
可
」
「
無
可
」
に
は
見
出
せ
な
い
意
味
・
用
法
の
も
の

が
存
す
る
。
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
必
ず
し
も
含
ま
な
い
も
の
で
、
例
え
ば
次
の
如
き
例
で
あ
る
。

○
薬
蓮
投
レ
夜
調
レ
衣
　
独
入
二
仏
軍
　
即
語
日
「
至
二
千
明
日
午
型
　
不
レ
可
レ
開
二
堂
戸
L
暁
更
微
細
音
楽
聞
二
千
堂
中
一
〔
極
楽
記
〕

○
神
融
聖
人
告
二
雷
神
去
「
…
汝
若
不
レ
出
レ
水
　
我
縛
二
汝
身
一
雄
レ
送
二
年
月
壷
不
レ
去
　
又
汝
此
寺
東
西
南
北
四
十
里
内
　
更

不
レ
可
レ
生
こ
雷
電
之
声
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
法
華
験
記
　
下
巻
〕

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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五
四

〇
「
若
文
時
不
レ
申
二
此
詩
勝
劣
一
俵
レ
実
不
レ
令
レ
申
者
　
自
レ
今
以
後
　
文
暗
中
事
不
レ
可
三
奏
l
l
達
我
一
耳
」
ト
被
レ
仰
ヲ
聞
テ
　
〔
江
談
抄
〕

右
例
は
所
謂
禁
止
表
現
の
「
不
可
」
で
あ
る
。
必
然
性
や
妥
当
性
な
ど
と
い
う
よ
う
な
様
相
的
な
情
況
判
断
を
前
提
と
し
て
い
る
訳
で
は
な

く
、
表
現
主
体
の
情
意
に
基
づ
い
た
他
者
の
行
為
へ
の
禁
止
或
は
不
許
可
と
言
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
表
現
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

○
沙
門
…
告
こ
伴
類
「
云
「
汝
等
早
還
二
本
所
レ
居
士
l
　
我
不
レ
可
l
l
進
去
一
於
レ
此
可
レ
取
レ
減
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
法
華
験
記
　
中
巻
〕

○
持
経
者
云
「
更
不
レ
可
レ
治
　
若
治
二
此
病
一
者
　
多
虻
可
レ
死
　
只
以
こ
此
病
一
当
レ
取
二
命
終
一
何
殺
二
虻
子
一
耶
」
　
〔
法
華
験
記
　
下
巻
〕

○
心
思
　
余
年
来
飼
二
此
犬
一
然
今
日
出
時
不
レ
見
　
到
二
此
御
門
一
得
ケ
リ
　
イ
ツ
此
虞
へ
ハ
来
タ
リ
ケ
ル
ヤ
覧
　
今
ハ
相
朋
テ
不
レ
可
レ
離
ト
思
フ

〔
明
恵
夢
記
〕

こ
れ
ら
は
、
表
現
主
体
自
身
の
行
為
に
対
す
る
判
断
表
現
で
あ
り
、
自
ら
の
意
志
的
動
作
を
制
約
・
否
定
す
る
打
消
意
志
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
具
体
的
な
用
例
の
中
に
は
、
幾
分
か
情
況
判
断
を
伴
っ
た
必
然
性
や
妥
当
性
の
否
定
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
表
現
（
「
～
す
る
訳

に
は
い
か
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
と
し
て
解
釈
で
き
る
も
の
）
　
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

○
船
人
皆
云
「
我
等
頃
年
遠
見
二
此
島
一
末
二
曽
来
望
一
去
夜
議
定
今
朝
俄
来
　
定
知
此
人
蒙
二
仏
冥
助
一
不
レ
可
レ
死
　
故
我
等
競
来
　
是
政

我
等
是
人
送
t
付
衆
落
郷
里
L

O
答
云
「
傍
若
無
人
也
　
奇
佐
第
一
事
不
レ
可
レ
過
レ
之
　
奴
袴
事
　
可
レ
有
l
l
制
止
一
事
也
」

○
努
々
一
切
衆
生
且
恥
且
悲
　
恐
任
心
一
不
可
作
悪
業
－
能
々
信
之
一
而
巳

〇
一
勝
可
レ
畏
レ
夢
事
　
不
レ
可
レ
有
二
別
事
一
而
吉
事
欺
　
剰
可
レ
有
二
吉
慶
相
一
也

○
間
日
「
百
日
之
中
死
事
実
歎
」
答
日
「
不
レ
実
也
　
不
レ
可
レ
死
也
」
即
覚
了

〔
法
華
験
記
　
下
巻
〕

〔
江
談
抄
〕

〔
注
好
撰
　
中
巻
〕

〔
明
恵
夢
記
〕

〔
明
恵
夢
記
〕

い
ず
れ
も
あ
る
事
実
・
状
態
に
つ
い
て
否
定
的
に
推
定
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
否
定
的
な
推
定
が
、
必
ず
し
も
情
況
判
断

に
基
づ
く
表
現
で
は
な
く
、
推
定
の
根
拠
（
必
然
性
・
妥
当
性
）
や
条
件
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
不
明
確
で
あ
っ
た
り
、
或
は
将
来
の

事
実
・
状
態
に
つ
い
て
の
判
断
表
現
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。



以
上
の
如
く
、
「
不
可
」
　
の
意
味
・
用
法
は
、
同
じ
く
「
可
」
　
の
否
定
形
で
あ
る
　
「
非
可
」
「
無
可
」
が
幾
分
限
定
的
で
あ
る
の
に
比
し
て
、

か
な
り
広
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
こ
の
よ
う
な
和
化
漢
文
の
「
不
可
」
は
、
一
般
に
国
語
助
動
詞
「
ベ
シ
」
　
に
関
し
て
分
類
さ
れ
る

意
味
・
用
法
に
応
じ
た
否
定
表
現
の
形
式
と
し
て
機
能
し
、
「
マ
ジ
」
が
担
う
と
さ
れ
る
意
味
・
用
法
を
も
包
有
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
和
化
漢
文
は
、
．
漢
字
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
た
文
章
で
、
そ
の
文
法
の
根
幹
は
基
本
的
に
漢
文
訓
読
語
の
文
法
に
基
づ
い
て
い
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
「
マ
ジ
」
と
が
広
い
意
味
で
同
義
語
的
な
存
在
の
同
一
表
現
内
容
を
表
す
語
で
あ
れ
ば
、
和
化
漢
文
で
は

「
ベ
カ
ラ
ズ
」
を
「
不
可
」
　
に
よ
っ
て
表
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
和
化
漢
文
の
「
不
可
」
が
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
　
「
マ
ジ
」

の
機
能
を
包
括
す
る
の
も
、
あ
る
意
味
で
当
然
と
も
言
え
る
。
従
っ
て
、
「
不
可
」
　
の
意
味
・
用
法
は
、
概
略
次
の
五
種
類
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
（
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
）
（
不
可
能
）
（
禁
止
・
不
許
可
）
（
打
消
意
志
）
（
打
消
推
定
）
の
五
種
類
で
あ
る
。

二
、
「
不
可
」
　
「
べ
カ
ラ
ズ
」

和
漢
混
清
文
で
も
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
の
漢
字
表
記
「
不
可
」
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
和
化
漢
文
と
和
漢
混
清
文
に
用
い
ら
れ
た
「
不

可
」
表
記
の
も
の
を
、
先
の
五
種
類
に
基
づ
い
て
分
類
し
た
の
が
衷
I
で
あ
る
。
但
し
、
分
類
表
で
は
、
便
宜
上
八
種
類
の
項
目
を
立
て
て

示
し
た
。
必
然
性
・
妥
当
性
の
な
い
こ
と
で
行
動
が
制
約
さ
れ
れ
ば
不
可
能
と
い
う
判
断
に
な
り
、
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
判
断
が
他
者

（
の
行
為
）
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
制
約
さ
れ
れ
ば
禁
止
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
得
る
。
こ
れ
ら
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
に
関
わ
る
も
の
の

表
現
内
容
は
戟
然
と
し
得
な
い
も
の
も
多
い
が
、
不
可
能
や
禁
止
の
意
味
と
も
解
釈
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
分
類
表
で
は
不
充
分
な
が

ら
一
応
下
位
分
類
と
し
て
項
目
を
立
て
た
。
ま
た
、
不
可
能
の
内
容
を
見
る
と
、
能
力
不
可
能
と
情
況
不
可
能
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

（9）

と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
の
調
査
対
象
の
限
り
で
は
、
例
外
的
な
数
例
を
除
き
そ
の
殆
ど
が
情
況
不
可
能
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の

情
況
不
可
能
と
い
う
場
合
も
、
そ
の
情
況
が
客
観
的
判
断
に
基
づ
く
も
の
と
主
観
（
情
意
）
的
判
断
に
基
づ
く
も
の
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
、
そ
れ
も
区
別
し
て
項
目
を
立
て
た
。
な
お
、
調
査
対
象
に
は
、
次
の
漢
字
片
仮
名
交
り
文
資
料
を
用
い
た
。
打
開
集
・
法
華
百
座

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
　
の
否
定
表
現
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I表

陰

性

鎗

普

必

妥

性

性

然

当

必

妥

性

性

然

当

必

妥 観客 観主 止禁 消打 消打

定否の 定

能

否

可

の

不

定

止

否

禁
の b

ヒ
ム日可不 ヒ

ヒ
ふ‖可不 可許不 志意 定推

記事古 3 1 3 1

遺拾語古 2

記異霊 81

記日」P
将 2 2 5 1 1

記楽極 2 1 2

記験華法 8 8 21 3 2 1

抄談江 91 9 11 1 2 1

来往泉＝］
寿 3

撰好注 3 7 51 3 1

稿文論諷 3 3 6

記夢恵明 3 2 4 1 2

集聞打 1

座百華法

注帰指

記忘幌去 1

詞絵宝三 3 2 5 2 1 3

義句吉光 1

A 01～1 01 71 33 03 01 42 33 21
「

昔
02～11 7 6 45 01 4 11 7 01

13～22 8 4 52 5 4 3

計合 95 46 781 37 51 94 94 72

％郵分百 311 221 853 913 92 49 49 15
＼

名仮くズラカ、
べ

Ⅱ表

性

性

鎗

瞥

必

妥

性

性

然

当

必

妥

性

性

然

当

必

妥 観客 観、ま 止禁 消打 消打

定否の 定

能

否

可
の
不

定

止

否

禁
の ヒ

ヒ
ムHり
可不 巳

ヒ
ム日可不 可許不 志意 定推

集聞打

座百華法 2 1 4 5

注帰指 1

記忘睦去 6 6 1

詞絵宝三 3 2 01 3 1

義句吉光 2 1

語物昔今 1 1

記［H蛤購

子草枕 1

語物氏源 1

遣拾治宇 8 7 8 4

計合 12 01 13 01 0 7 0 0

％剰分百 662 721 293 621 0 98 0 0



聞
書
抄
（
法
華
百
座
と
略
称
）
・
三
教
指
帰
注
（
指
帰
注
と
略
称
）
・
却
廃
忘
記
・
三
宝
絵
詞
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記
（
光
言
句
義
と
略
称
）
・
今
昔

（10）

物
語
集
（
今
昔
と
略
称
）
　
で
あ
る
。

表
I
か
ら
看
取
で
き
る
点
は
、
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
（
約
6
0
％
）
、
客
観
的
情
況
不
可
能
（
約
1
4
％
）
、
禁
止
・
不
許
可
（
約
1
0
％
）
　
に
特

徴
的
に
偏
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
「
不
可
」
の
意
味
・
用
法
が
、
或
る
客
観
的
な
情
況
・
根
拠
に
基
づ
い
て
、
必
然
性
・

妥
当
性
を
否
定
的
に
判
断
し
た
り
、
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
り
す
る
表
現
を
中
心
に
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
、
必
然
性
・
妥

当
性
の
否
定
で
禁
止
と
も
と
れ
る
も
の
と
禁
止
・
不
許
可
の
表
現
と
を
合
わ
せ
る
と
全
用
例
の
約
半
数
（
4
5
％
）
を
占
め
突
出
し
て
い
る
点
も

注
目
さ
れ
る
。
斯
か
る
特
徴
は
仮
名
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
た
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
に
お
い
て
よ
り
一
層
明
確
な
偏
在
傾
向
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
和
漢
混
清
文
で
仮
名
表
記
さ
れ
た
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
和
文
系
資
料
の
そ
れ
を
分
類
し
た
の
が
表
H
で
あ
る
。
和
文
系
資
料
に
つ
い

て
は
、
そ
の
実
態
を
参
照
す
る
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
中
世
ま
で
の
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
の
意
味
・
用
法
を
確
認
す
る
た
め
に
、
購
蛤

、〓」

日
記
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
宇
治
拾
遺
物
語
（
宇
治
拾
遺
と
略
称
）
を
調
査
対
象
と
し
て
そ
の
傾
向
を
見
る
こ
と
に
し
た
。
表
H
か
ら
も
、

「
ベ
カ
ラ
ズ
」
の
基
本
的
な
用
法
は
、
先
に
「
不
可
」
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
同
じ
く
、
或
る
客
観
的
な
情
況
・
根
拠
に
基
づ
い
た
必
然
性
・

妥
当
性
の
否
定
的
判
断
の
表
現
に
関
わ
る
も
の
（
全
用
例
の
約
八
割
）
で
あ
り
、
禁
止
の
意
味
に
な
る
も
の
も
多
い
（
約
五
割
）
こ
と
が
看
取
で

き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
枕
草
子
と
源
氏
物
語
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
し
か
用
い
ら
れ
な
い
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
、
今
昔
に
僅
か
二
例
し
か
用

い
ら
れ
な
い
仮
名
表
記
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
を
見
て
も
、
そ
の
特
徴
的
用
法
の
中
に
お
さ
ま
る
も
の
で
あ
る
。

○
み
な
乗
り
つ
づ
き
て
立
て
る
に
、
今
ぞ
御
輿
出
で
さ
せ
給
ふ
。
め
で
た
し
と
見
た
て
ま
つ
り
つ
る
御
あ
り
さ
ま
に
は
、
こ
れ
、
は
た
く

ら
ぶ
べ
か
ら
ざ
り
け
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
枕
草
子
〕

○
僧
都
「
ま
こ
と
の
大
の
か
た
ち
な
り
。
そ
の
命
絶
え
ぬ
を
見
る
く
捨
て
ん
事
は
い
み
じ
き
事
な
り
。
…
…
人
の
命
久
し
か
る
ま
じ
き

物
な
れ
ど
、
残
り
の
命
一
二
日
を
も
惜
し
ま
ず
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
（
略
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
源
氏
物
語
　
手
習
〕

○
此
ノ
比
丘
ノ
云
ク
「
古
老
二
人
ハ
若
タ
ヨ
リ
碁
ヲ
打
ヨ
リ
外
二
亦
所
行
元
シ
。
（
略
）
雪
へ
ハ
外
道
ノ
如
シ
也
。
更
二
触
近
付
キ
給
へ
カ
ラ
ス
」
ト

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
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〔
今
昔
　
巻
四
〕

O
「
昨
日
太
子
ハ
既
失
給
ヒ
ニ
キ
」
ト
申
セ
ハ
国
王
「
努
々
人
二
此
ノ
事
知
シ
ム
へ
カ
ラ
ス
」
ト
軍
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
四
〕

更
に
、
表
I
と
表
H
か
ら
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
和
化
漢
文
・
和
漢
混
清
文
の
「
不
可
」
と
仮
名
表
記
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
は
、
特
徴
的
な

共
通
す
る
基
本
部
分
は
認
め
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
全
く
同
一
と
は
判
ぜ
ら
れ
な
い
部
分
も
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
一
つ
に
打
消
意
志
の
場

合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
ベ
シ
」
と
「
マ
ジ
」
に
は
、
少
な
く
と
も
中
古
の
和
文
資
料
に
お
い
て
は
、
積
極
的
に
意
志
と
見
な
せ
る
用
法
は
な
い

（12）

と
さ
れ
る
が
、
和
化
漢
文
の
「
可
」
　
に
は
そ
れ
以
前
か
ら
既
に
意
志
の
意
味
・
用
法
と
見
な
せ
る
も
の
が
存
し
て
お
り
、
中
世
以
降
の
意
志

（13）

の
「
ベ
シ
」
は
（
特
に
和
漢
混
清
文
で
特
徴
的
に
）
和
化
漢
文
の
「
可
」
が
担
っ
て
い
た
機
能
を
受
容
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
「
可
」

の
否
定
形
の
場
合
も
同
様
で
、
辞
に
お
け
る
書
記
用
漢
字
の
特
性
か
ら
考
え
得
る
よ
う
に
「
不
」
字
で
「
ズ
」
と
「
ジ
」
の
両
方
を
表
す
こ

と
を
避
け
る
為
に
も
、
和
化
漢
文
の
「
不
可
」
が
和
文
語
「
ジ
」
な
ど
の
有
す
る
打
消
意
志
の
用
法
を
包
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
（
一
方
仮
名

表
記
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
に
は
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
）
、
そ
の
こ
と
の
反
映
が
、
今
昔
で
は
天
竺
・
震
旦
部
に
お
い
て
「
不
可
」
に
圧
倒

的
多
数
の
意
志
の
用
例
が
認
め
ら
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
そ
れ
以
降
は
激
減
し
　
（
後
に
示
す
表
Ⅷ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
「
マ
ジ
」
の
用
例
数
と
交

（14）

替
す
る
）
、
仮
名
表
記
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
の
方
に
は
意
志
の
用
例
が
全
く
見
出
せ
な
い
と
い
う
状
況
と
し
て
顕
現
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
字
片
仮
名
交
り
文
に
お
け
る
仮
名
表
記
が
基
本
的
に
和
文
語
を
表
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
不
可
」
が
打
消
意
志
の
意
味
を
有
し
た
と
し
て
も
、

殊
更
仮
名
表
記
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
に
は
打
消
意
志
の
意
味
・
機
能
を
担
わ
せ
る
こ
と
は
せ
ず
、
打
消
意
志
を
表
す
場
合
は
「
ジ
」
（
或
は
「
マ
ジ
」
）

で
書
記
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と
の
方
が
自
然
な
姿
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
事
か
ら
推
論
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
「
不
可
」
は
別
と
し
て
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
「
マ
ジ
」
と
が
全
く
同
一
の
機
能
を
有
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
基
本
的
な
根
幹
部
分
で
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
し
た
機
能
分
担
が
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
の
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
ベ
シ
」
　
の
否
定
形
と
「
マ
ジ
」
と
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
後
述
す
る
。



三
、
「
ベ
シ
」
　
の
否
定
形

次
に
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
以
外
の
、
「
ベ
シ
」
　
の
否
定
形
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

否
定
作
用
を
有
し
た
語
「
ア
ラ
ズ
」
を
下
接
し
た
形
式
に
「
ベ
ク
（
モ
）
ア
ラ
ズ
」
（
表
H
）
・
「
ベ
キ
ニ
（
モ
・
ハ
）
ア
ラ
ズ
」
（
表
Ⅳ
）
と
「
ベ

キ
こ
ア
ラ
ズ
」
の
融
合
形
「
ベ
キ
ナ
ラ
ズ
」
（
表
Ⅴ
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
例
外
的
な
数
例
を
除
い
て
、
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定

判
断
の
表
現
に
集
中
し
て
お
り
、
し
か
も
消
極
的
に
も
禁
止
の
意
味
と
解
釈
で
き
る
も
の
が
殆
ど
な
い
一
方
で
、
不
可
能
の
意
味
と
解
釈
で

き
る
よ
う
な
例
が
比
較
的
多
い
点
な
ど
を
そ
の
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
「
ベ
ク
（
モ
）
ア
ラ
ズ
」
は
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
の
非
融
合

形
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
使
用
傾
向
は
随
分
異
な
る
。
表
か
ら
看
取
で
き
る
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
例
外
的
な
用
例
の
内
容
を
具
体
的
に
検
討

す
る
こ
と
で
よ
り
明
確
に
な
る
。
以
下
、
そ
の
例
外
的
な
用
例
に
、
考
察
を
加
え
る
。

O
「
今
更
に
人
も
あ
や
し
と
言
ひ
思
は
む
も
つ
ゝ
ま
し
く
参
り
て
も
は
か
ノ
＼
し
く
聞
し
召
し
あ
き
ら
む
ば
か
り
、
物
聞
え
さ
す
べ
き
心

地
も
し
侍
ら
ず
。
…
…
」
と
言
ひ
て
、
今
日
は
動
く
べ
く
も
あ
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
源
氏
物
語
　
情
婦
〕

こ
の
例
は
、
必
然
性
の
判
断
と
い
う
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
く
、
幾
分
将
来
の
動
作
に
つ
い
て
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
打
消
推
定
と

も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
程
度
の
消
極
的
な
分
類
で
あ
る
。
根
拠
と
な
る
よ
う
な
情
況
判
断
は
一
応
示
さ
れ
て
お
り
、
根
拠
も
情
況
判
断
も
な

い
軽
い
推
量
の
「
ジ
」
な
ど
と
は
そ
の
表
現
性
を
異
に
す
る
。

O
「
少
納
言
よ
、
直
衣
着
た
り
つ
ら
ん
は
い
づ
ら
。
宮
の
お
は
す
る
か
」
と
て
寄
り
お
は
し
た
る
御
声
い
と
ら
う
た
し
。
「
宮
に
は
あ
ら
ね

ど
、
又
お
も
は
し
放
つ
べ
う
も
あ
ら
ず
。
こ
ち
」
と
の
給
ふ
を

O
「
い
で
あ
な
か
た
は
。
な
に
が
し
に
隠
さ
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
今
朝
後
夜
に
ま
う
の
ぼ
り
つ
る
に
、

は
し
き
男
の
出
で
給
へ
る
を
、
…
げ
に
さ
な
り
け
り
と
お
も
ひ
合
は
せ
侍
り
ぬ
る
。
（
略
）
」

〔
源
氏
物
語
　
若
紫
〕

か
の
西
の
妻
戸
よ
り
い
と
う
る

〔
源
氏
物
語
　
夕
霧
〕

O
「
（
略
）
然
レ
ハ
案
内
モ
不
知
給
ヌ
近
来
ノ
若
君
達
此
レ
ヲ
可
咲
給
キ
ニ
非
ス
。
咲
給
ハ
ム
君
達
返
テ
鳴
呼
ナ
ル
ヘ
シ
」

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現

〔
今
昔
　
巻
二
八
〕

五
九
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Ⅲ表

性

性

然

当

必

妥

性

性

然

当

必

妥

憧

性

然

当

必

妥 観客 観主 止林重
消打 消打

定

．

否の 定
能
否
可
の
不

定

止
否
禁

の ヒヒム日可不 巳レ∪
ム日可不 可許不 志意 定推

集聞打 2

座百華法

注帰指

記忘廃nHH
去

詞絵宝三

義句吉光

A 01～1 2
「

昔
02～11 1 7

13～22 5 5

記日輪購 1 2 1

子草枕 7 9

語物氏源 33 45 1 2 1

遺拾治宇 2

計合 15 97 1 0 3 0 0 1

％率分百 873 585 70 0 22 0 0 70

ズラア＼ノモニキべ巨ヨニキ可

Ⅳ表

性
性
徴
普
必
妥

生
沖ェ

矧
割
必
妥

性
性
鍬
州営
必
妥 観客 観主 止禁 消打 消打

定否の 定
能
否
可
の
不

定
止
否
禁

の 巳ヒムR口
可不 ヒヒム日可不 可許不 志意 定推

集聞打 1 1 1

座百華法 6

注帰指

記忘廃nHH
去

詞絵宝三 1 3

義句吉光

今

昔

01～1 21 31

02～11 91 02

13～22 32 8 3

記日輪購 3

子草枕 31 4

語物氏源 23 72 2 2

遺拾治宇 41 2 1

計合 121 18 6 0 1 0 2 0

偶率分百 375 483 82 0 50 0 01 0



ズー
フ
ナキベ

Ⅴ表

生
生
射
割
必
妥

性
性
鎗
蟄
必
妥

性
性
然
当
必
妥 観客 観主 止禁 消打 消打

定否の 定
能
否
可
の
不

定
止
否
禁

の 巳巳ムー円可不 ヒヒム日可不 可許不 志意 定推

集聞打 1

座百草法 1 1

注帰指

記忘廃口去

詞絵宝三

義句言光

今 01～1

昔
02～11

13～22

記日輪購 1

子草枕

語物氏源 5 8 1

遺拾治宇 7

計合 41 9 1 0 1 0 0 0

％率分百 065 063 04 0 04 0 0 0

シナモクベ充モク可

Ⅵ表

性
性
然
当
必
妥

性
性
鎗
瞥
必
妥

慢
性
然
当
必
妥 観客 観主 止禁 消打 消打

定否の 定
能
否
可
の
不

定

止
否
禁

の LLム日H
可不 しいし

ム日H
可不 可許不 志意 定推

集聞打

座百華法 3

注帰指

記忘廃却

詞絵宝三

義句吉光 1

A 01～1 1 1
7

昔
02～11 2 qu
13～22 2 5

記日輪購

子草枕

語物氏源 2

遺拾治宇 5 3

計合 01 32 0 0 0 0 0 0

％率分百 303 796 0 0 0 0 0 0

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
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時
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研
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Ⅶ表

性

性

鎗

瞥

必

妥

生

年

射

割

必

妥

性
性
於
蟄
必

妥 観客 観主 止禁 消打 消打

定否の 定
能
否
可
の
不

定

止
否
禁

の しじムR口
可不 ヒヒム日可不 可許不 志意 定推

集聞打

座百華法

注帰指

記忘幌去

詞給宝三

義句吉光

A 01～1
「

昔
02～11 1

13～22 1

記日輪購

子草枕

語物氏源 1 2 1

遺拾治宇

計合 1 2 0 3 0 0 0 0

偶率分百 761 333 0 005 0 0 0 0

Ⅷ表

性

性

然

当

必

妥

性

憧

然

当

必

妥

性

性

然

当

必

妥 観客 観主 止禁 消打 消打

定否の 定

能

否

可

の

不

定

止

否

禁

の し
いレ
ム【円可不

し
いし
ム【円可不

可許不 悪意 定推

集聞打 1 1

座百華法 3 2 3 3

注帰指 1

記忘廃nHH
去 2 1

詞絵宝三 4

義句吉光 1 2 1 6

今

昔

01～1 1 1 3

02～11 1 2 4 4

13～22 72 4 41 31 22

記＝口
輪臍 01 3 4 4 5

子草枕 8 2 1 7 41 2 51

遺拾治宇 8 7 11 1 6 7

計合 16 6 8 72 93 0 03 17

％射分百 252 52 33 111 161 0 421 392



O
「
此
許
ノ
瓜
一
葉
二
依
テ
子
ヲ
不
孝
シ
可
給
キ
ニ
非
ス
。
糸
物
狂
ハ
シ
キ
事
カ
ナ
」
卜
云
ヘ
ト
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
九
〕

い
ず
れ
も
動
作
主
体
が
表
現
主
体
と
異
な
り
、
対
者
（
の
行
為
）
に
対
し
て
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
的
判
断
を
示
し
た
も
の
で
、
意
味
的
に

は
禁
止
表
現
と
も
み
う
る
。
し
か
し
、
積
極
的
・
命
令
的
禁
止
と
い
う
ほ
ど
の
強
さ
・
押
し
っ
け
が
ま
し
さ
は
な
く
、
動
作
の
禁
止
と
い
う

よ
り
も
、
文
脈
の
中
で
行
為
の
不
当
性
（
「
～
す
る
の
は
不
適
当
で
、
良
く
な
い
」
と
い
う
意
の
判
断
）
を
示
し
な
が
ら
、
否
定
的
に
勧
誘
し
促
す

よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
娩
曲
的
な
或
は
軽
い
禁
止
で
あ
る
こ
と
が
、
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
の
表
現
の
中
で
、
敬
意
表
現
（
「
給
」
な

ど
）
　
と
伴
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
諒
解
で
き
る
。

O
「
か
～
る
御
事
な
く
て
だ
に
思
ひ
は
な
ち
聞
え
さ
す
べ
き
に
も
あ
ら
ぬ
を
、
ま
し
て
心
の
お
よ
ば
ん
に
従
ひ
て
は
何
事
も
後
見
き
こ
え

ん
と
な
ん
思
う
給
ふ
る
。
さ
ら
に
う
し
ろ
め
た
く
な
思
ひ
聞
え
給
ひ
そ
」
な
ど
き
こ
え
給
へ
ば
　
　
　
　
　
　
　
〔
源
氏
物
語
　
浮
標
〕

O
「
例
の
や
う
に
て
お
は
し
ま
さ
ば
、
物
ご
L
な
ど
に
て
も
思
ふ
こ
と
ば
か
り
聞
え
て
、
御
心
破
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
あ
ま
た
の
年
月

を
も
過
ぐ
し
っ
ぺ
く
な
む
」
な
ど
、
尽
き
も
せ
ず
き
こ
え
給
へ
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
源
氏
物
語
　
夕
霧
〕

斯
か
る
例
は
、
表
現
主
体
自
身
の
事
に
関
わ
る
推
定
（
「
～
す
る
は
ず
も
な
い
」
）
で
あ
る
が
、
情
意
に
基
づ
い
た
表
現
主
体
自
身
の
行
為
に
つ

い
て
の
表
現
な
の
で
、
意
味
的
に
は
一
応
意
志
表
現
（
「
～
す
る
つ
も
り
も
な
い
」
）
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
待
遇
表
現
が
意
識
さ
れ
た
会

話
文
中
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
来
表
現
主
体
の
情
意
の
表
出
で
あ
る
意
志
表
現
を
、
判
断
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
交
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
形
式
的
に
は
幾
分
客
観
化
さ
れ
た
一
種
の
娩
曲
表
現
の
効
果
が
意
図
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
情
意
に

ょ
る
意
志
的
動
作
を
、
判
断
の
根
拠
を
表
現
主
体
自
身
の
観
念
的
・
論
理
的
な
情
況
や
条
件
の
把
握
・
理
解
に
基
づ
き
な
が
ら
、
必
然
性
・

妥
当
性
の
否
定
的
な
判
断
表
現
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表
現
主
体
の
意
志
を
託
し
う
る
動
作
に
つ
い
て
、
自
身
の
事
を
自
ら
の
判
断

で
必
然
性
・
妥
当
性
を
否
定
的
に
述
べ
た
も
の
で
、
結
果
的
（
意
味
的
）
　
に
意
志
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
か
。

も
う
一
つ
の
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
、
「
ナ
シ
」
を
下
接
し
た
形
式
に
「
ベ
ク
モ
ナ
シ
」
　
（
表
Ⅵ
）
・
「
ベ
キ
モ
ナ
シ
」
　
（
表
Ⅷ
）
が
あ
る
。
こ
の
形

式
の
場
合
、
「
ア
ラ
ズ
」
を
下
接
し
た
形
式
で
確
認
さ
れ
た
特
徴
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
に
あ
り
、
主
に
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
的
な
判
断
表
現

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
　
の
否
定
表
現



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

に
与
る
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
判
断
に
基
づ
い
て
の
不
可
能
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
法
の
「
ア
ラ

（15）

ズ
」
と
「
ナ
シ
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
補
助
用
言
と
し
て
の
用
法
で
、
中
世
に
お
い
て
辞
的
性
格
の
「
ナ
シ
」

が
発
達
し
て
「
ア
ラ
ズ
」
と
交
替
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
の
調
査
対
象
に
し
た
資
料
の
範
囲
で
は
、
他
の
否
定
形
式

に
比
し
て
、
さ
ほ
ど
多
く
の
用
例
は
求
め
得
な
い
。
こ
れ
は
「
ア
ラ
ズ
」
か
ら
「
ナ
シ
」
　
へ
の
過
渡
的
な
状
況
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
う
い
う
中
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
先
ず
最
も
基
本
的
な
部
分
で
あ
る
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
判
断
の
表
現
に
集
中
し
て
現
れ

て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
意
味
的
に
は
両
者
間
に
大
き
な
相
違
は
な
い
と
見
て
よ
い
。
例
え
ば
、
今
昔
と
宇
治
拾
遺
と
が
同
話
関
係
に
あ
る

も
の
を
見
る
と
、
今
昔
で
「
打
チ
責
テ
鬼
ノ
呑
セ
ム
ソ
ラ
可
呑
ク
モ
非
ヌ
鋼
ノ
湯
ヲ
」
と
さ
れ
る
部
分
が
、
宇
治
拾
遺
で
は
、

○
鋼
の
湯
を
土
器
ご
と
に
も
れ
り
。
打
は
り
て
鬼
の
飲
ま
せ
ん
だ
に
も
の
む
べ
く
も
な
き
湯
を
心
と
泣
く
ノ
＼
の
む
也
。
　
〔
宇
治
拾
遺
〕

の
如
く
に
な
っ
て
お
り
、
両
者
の
相
違
は
新
旧
の
表
現
形
式
の
違
い
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
以
上
の
相
違
点
は
認
め
難
い
。

因
み
に
、
「
ベ
キ
モ
ナ
シ
」
の
場
合
の
「
ナ
シ
」
は
、
「
ベ
ク
モ
ナ
シ
」
の
場
合
と
は
若
干
異
な
り
、
未
だ
充
分
に
補
助
用
言
の
用
法
と
し

て
熟
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
今
昔
に
拾
え
る
二
例
は
「
雪
高
ク
シ
テ
里
こ
出
テ
、
乞
食
ス
ル
ニ
モ
不
能
ス
。
亦
草
木
ノ

可
食
キ
モ
元
シ
。
」
　
〔
巻
〓
ハ
〕
、

「
我
レ
京
二
返
上
テ
有
シ
ニ
指
ル
父
母
類
親
モ
可
憑
キ
モ
元
シ
」
〔
巻
二
六
〕
で
あ
り
、
非
存
在
の
意
味
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
強
い
。

以
上
の
如
く
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
以
外
の
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
は
、
和
漢
混
清
文
・
和
文
の
両
資
料
に
多
く
用
い
ら
れ
る
が
、
今
昔
の
巻
毎
の

分
布
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
和
文
系
の
文
体
の
中
で
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

和
化
漢
文
で
も
「
不
可
」
が
多
用
さ
れ
る
一
方
で
「
非
可
」
「
無
可
」
が
殆
ど
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」

が
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
以
外
の
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
は
和
文
語
的
性
格
の
強
い
も
の
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
体
的
性
格
は
明
ら
か
に
異
な
る
が
、
表
I
か
ら
表
Ⅶ
を
見
渡
し
て
解
る
よ
う
に
、

意
味
・
用
法
に
関
し
て
も
、
「
不
可
」
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
が
禁
止
表
現
に
用
い
ら
れ
る
割
合
が
極
め
て
高
い
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
「
ベ
シ
」



の
否
定
形
は
殆
ど
禁
止
表
現
に
は
用
い
ら
れ
ず
（
禁
止
表
現
と
見
ら
れ
る
場
合
で
も
、
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
方
が
強
く
）
、

（16）

そ
の
意
味
・
用
法
は
幾
分
限
定
的
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
点
も
両
者
の
特
徴
的
な
相
違
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
ベ
シ
」
の

種
々
の
否
定
形
の
特
徴
は
、
「
マ
ジ
」
の
有
す
る
意
味
・
用
法
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
次
に
「
マ
ジ
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

四
、
「
マ
ジ
」

「
マ
ジ
」
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
・
用
法
を
分
類
す
る
と
表
Ⅷ
の
よ
う
に
な
る
。
用
例
数
の
分
布
か
ら
見
る
と
、
打
消
推
定
・
打
消
意
志
・

主
観
的
な
情
況
判
断
に
基
づ
く
不
可
能
な
ど
に
特
徴
的
に
偏
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
を
意
味
す
る
用

例
も
多
く
、
そ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
数
字
の
上
だ
け
で
判
断
で
き
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
と
の
相
違
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
後
で
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
相
違
を
明
ら
か
に
し
得
る
。

ま
ず
、
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
の
場
合
と
対
照
的
で
、
最
も
用
例
の
多
い
打
消
推
定
の
特
徴
的
な
点
に
つ
い
て
み
る
。

○
王
即
チ
誓
テ
云
ク
「
今
我
力
身
ヲ
拾
テ
深
ク
仏
ノ
道
ヲ
求
ル
二
心
若
シ
偽
ハ
ラ
ス
シ
テ
事
却
虚
カ
ル
マ
シ
ク
ハ
願
ク
ハ
我
力
身
ヲ
シ
テ
忽
。
本
ノ
如
ク
成
ラ
シ
メ

ヨ

」

ト

云

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔

三

宝

絵

詞

上

巻

〕

〇
割
叫
悲
智
ニ
モ
実
こ
カ
ク
テ
体
ア
リ
ト
云
ハ
ゝ
大
智
大
悲
モ
サ
カ
シ
ク
テ
俳
。
モ
成
セ
ラ
ル
マ
シ
。
若
又
衆
生
モ
実
体
ア
ラ
マ
シ
カ
ハ
衆
生

ハ
実
ノ
衆
生
悌
ハ
実
ノ
悌
ニ
テ
能
化
所
化
モ
カ
ナ
ウ
マ
シ
キ
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
光
言
句
義
下
巻
〕

右
例
は
い
ず
れ
も
副
詞
「
若
」
に
よ
る
仮
定
表
現
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
仮
定
条
件
句
中
に
「
マ
ジ
」
が
用
い
ら
れ
、
条
件

や
情
況
そ
の
も
の
を
仮
定
的
に
述
べ
る
部
分
を
構
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
マ
ジ
」
の
表
現
内
容
に
情
況
判
断
や
根
拠
が
有
る
か
無
い
か

（17）

を
問
題
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
に
こ
の
よ
う
な
仮
定
条
件
句
を
構
成
す
る
も
の
は
見
出
せ
な
い
。
後
者
は
「
若
」
に

よ
る
仮
定
条
件
を
受
け
る
推
量
表
現
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
実
的
・
様
相
的
な
情
況
（
根
拠
）
を
前
提
に
し
た
表
現
で
は
な
く
、
表

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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六

現
主
体
の
側
の
論
理
的
・
観
念
的
な
判
断
に
基
づ
く
推
量
表
現
と
言
え
る
。
和
漢
混
清
文
で
は
極
め
て
特
徴
的
で
あ
る
が
、
和
漢
混
清
文
の

場
合
に
限
ら
ず
、
和
文
系
資
料
の
場
合
で
も
、
こ
れ
に
通
ず
る
性
格
の
も
の
と
解
釈
で
き
る
も
の
も
あ
る
。

○
登
花
殿
の
御
前
は
立
蔀
ち
か
く
て
せ
ば
し
、
雪
い
と
を
か
し
。
昼
つ
か
た
「
今
日
は
な
は
ま
ゐ
れ
。
雪
に
く
も
り
て
あ
ら
は
に
も
あ
る

ま
じ
」
な
ど
度
々
召
せ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
枕
草
子
〕

O
「
あ
は
れ
や
り
戸
を
明
な
が
ら
忘
れ
て
き
に
け
る
。
…
わ
づ
ら
は
し
き
こ
と
に
な
り
な
ん
ず
。
た
て
ゝ
帰
ら
ん
。
ほ
ど
も
あ
る
ま
じ
」

と
い
へ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
宇
治
拾
遺
〕

○
女
も
見
し
り
て
な
さ
け
は
交
し
な
が
ら
心
を
ば
ゆ
る
さ
ず
。
つ
れ
な
く
て
は
し
た
な
か
ら
ぬ
程
に
い
ら
へ
つ
ゝ
人
ゐ
ま
じ
り
苦
し
か
る

ま
じ
き
所
に
て
は
物
い
ひ
な
ど
は
し
な
が
ら
め
で
た
く
の
が
れ
つ
ゝ
心
も
ゆ
る
さ
ぬ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
宇
治
拾
遺
〕

こ
れ
ら
も
表
現
主
体
自
身
の
論
理
や
観
念
に
よ
る
判
断
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
打
消
推
定
で
あ
る
。
「
ジ
」
と
の
対
比
か
ら
、
「
マ
ジ
」
は
周

囲
の
情
況
や
条
件
を
根
拠
と
し
て
な
さ
れ
る
推
定
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
例
の
場
合
、
そ
の
根
拠
が
、
客
観
的
な
外
的
情
況
よ
り
も
、

表
現
主
体
自
身
の
内
的
情
意
に
よ
る
判
断
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
枕
草
子
の
場
合
は
ま
だ
「
雪
に
く
も
り
て
」
と
い
う
客
観
的
な

情
況
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
情
況
に
基
づ
い
た
判
断
と
は
い
い
な
が
ら
、
「
あ
ら
は
に
も
あ
る
ま
じ
」
と
い
う
判
断
は
表
現
主
体
の
側
の

論
理
に
基
づ
い
た
表
現
と
見
得
る
。
「
雪
に
く
も
り
て
」
と
「
あ
ら
は
に
も
あ
る
ま
じ
」
と
の
関
連
は
必
ず
し
も
現
実
的
・
必
然
的
な
も
の
と

は
言
え
な
い
。
宇
治
拾
遺
に
至
っ
て
は
既
に
判
断
の
根
拠
す
ら
特
に
示
さ
れ
な
い
推
定
も
あ
り
、
た
だ
情
意
に
基
づ
い
て
「
多
分
そ
う
で
は

な
か
ろ
う
」
な
ど
と
判
断
す
る
表
現
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
本
来
「
ジ
」
が
担
う
と
さ
れ
た
領
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
マ
ジ
」
の
示

す
表
現
内
容
の
特
徴
は
、
次
に
示
す
例
で
も
同
様
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

○
よ
ろ
づ
に
こ
の
世
の
こ
と
は
あ
い
な
く
思
ふ
を
、
去
年
の
春
呉
竹
植
ゑ
ん
と
て
乞
ひ
し
を
、
こ
の
ご
ろ
「
た
て
ま
つ
ら
ん
」
と
い
へ
ば

「
い
さ
や
、
あ
り
も
遂
ぐ
ま
じ
う
思
ひ
に
た
る
世
の
中
に
心
な
げ
な
る
わ
ざ
を
や
し
お
か
ん
」
と
い
へ
ば
　
　
　
〔
購
蛤
日
記
　
中
〕

○
侍
ら
ざ
ら
ん
世
に
さ
へ
う
と
ノ
＼
し
く
も
て
な
し
給
ふ
人
あ
ら
ば
、
つ
ら
く
な
ん
お
ぼ
ゆ
べ
き
。
年
ご
ろ
御
覧
じ
は
つ
ま
じ
く
お
ぼ
え



な
が
ら
、
か
は
り
も
は
て
ぎ
り
け
る
御
心
を
見
給
ふ
れ
ば
、
そ
れ
い
と
よ
く
か
へ
り
み
さ
せ
給
へ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
同
右
〕

○
其
日
に
な
り
て
文
あ
り
。
（
中
略
）
つ
い
で
な
く
と
さ
へ
思
ひ
給
へ
し
に
司
召
み
給
へ
し
に
な
ん
、
こ
の
助
の
君
の
か
う
お
は
し
ま
せ
ば

参
り
侍
ら
ん
こ
と
、
人
み
と
が
む
ま
じ
う
思
ひ
給
ふ
る
に
、
な
ど
い
と
あ
る
べ
か
し
う
書
き
て
　
　
　
　
　
　
　
〔
購
蛤
日
記
　
下
〕

○
今
宵
は
生
ひ
な
は
り
し
て
参
り
侍
り
つ
る
。
な
死
に
そ
と
仰
せ
侍
り
L
は
、
千
歳
の
命
た
ふ
ま
じ
き
心
ち
な
ん
し
侍
る
。
　
〔
同
右
〕

右
例
も
打
消
推
定
で
、
中
に
は
情
況
不
可
能
の
意
味
に
と
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
判
断
の
根
拠
は
表
現
主
体
自
身
の

情
意
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
「
思
ひ
」
「
お
ぼ
え
」
「
心
ち
」
な
ど
を
修
飾
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
諒
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
マ

ジ
」
の
特
徴
は
、
周
囲
の
情
況
や
条
件
を
加
味
し
た
判
断
が
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
判
断
が
表
現
主
体
の
情
意
に
基
づ
い
た
表
現
に
用
い
ら

れ
る
こ
と
に
あ
る
。
中
古
和
文
に
お
け
る
用
法
で
も
、
既
に
そ
の
特
徴
的
傾
向
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

打
消
意
志
の
場
合
は
、
表
現
主
体
の
判
断
に
基
づ
い
て
自
身
の
行
為
に
つ
い
て
述
べ
た
情
意
的
表
現
で
あ
る
か
ら
、
例
を
挙
げ
て
検
討
す

る
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
ま
で
に
確
認
し
て
き
た
特
徴
的
な
表
現
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
次
に
情
況
不
可
能
の
表
現
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
情
況
不
可
能
は
そ
の
内
容
か
ら
、
客
観
的
情
況
不
可
能
と
主
観
的
情
況
不
可

能
と
に
分
け
た
が
、
表
に
見
る
よ
う
に
、
意
味
上
客
観
的
情
況
不
可
能
と
分
類
し
た
用
例
も
多
い
。
し
か
し
、
分
類
表
に
見
ら
れ
る
二
七
例

の
内
、
二
五
例
ま
で
が
、
「
内
侍
の
車
な
ど
の
い
と
さ
わ
が
し
け
れ
ば
、
…
い
と
せ
ば
う
幻
も
通
る
ま
じ
う
見
ゆ
る
先
行
く
先
を
近
う
行
き
も

て
行
け
ば
、
さ
し
も
あ
ら
ざ
り
け
る
こ
そ
を
か
し
け
れ
。
」
〔
枕
草
子
〕
の
如
く
副
詞
「
え
」
と
呼
応
し
た
も
の
で
、
客
観
的
情
況
不
可
能
の

表
現
に
直
接
関
わ
る
の
は
副
詞
「
え
」
の
方
で
あ
り
、
「
マ
ジ
」
が
直
接
に
関
わ
る
の
は
否
定
的
な
判
断
表
現
と
い
う
点
に
お
い
て
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
副
詞
「
え
」
を
伴
っ
て
い
る
為
に
文
全
体
と
し
て
は
不
可
能
表
現
に
な
っ
て
い
る
が
、
単
純
に
客
観
的
情
況

不
可
能
だ
け
を
意
味
す
る
と
は
見
ら
れ
な
い
次
の
如
き
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

○
ち
ご
の
乳
母
の
た
だ
あ
か
ら
さ
ま
に
と
て
い
で
ぬ
る
は
ど
、
と
か
く
な
ぐ
さ
め
て
「
と
く
来
」
と
い
ひ
や
り
た
る
に
「
今
宵
は
対
ま
ゐ

る
ま
じ
」
と
て
返
し
お
こ
せ
た
る
は
、
す
さ
ま
じ
き
の
み
な
ら
ず
い
と
に
く
く
わ
り
な
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
枕
草
子
〕

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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〇
「
否
ヤ
、
此
ク
ハ
不
思
サ
リ
ツ
。
我
力
独
行
ク
ヲ
見
テ
糸
惜
カ
リ
テ
負
テ
行
カ
ン
ト
為
ル
ナ
メ
リ
ト
。
ソ
思
ヒ
ツ
レ
。
寒
キ
ニ
衣
ヲ
。
ソ
否
不
脱
マ
シ
ケ
レ
」
ト
云

テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
三
〕

右
例
は
、
意
味
的
に
は
文
全
体
と
し
て
打
消
意
志
と
不
可
能
と
を
同
時
に
表
す
ニ
ュ
ア
ン
ス
　
（
「
～
す
る
つ
も
り
（
意
志
）
が
な
い
か
ら
、
で
き

な
い
」
）
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
斯
か
る
例
の
場
合
、
「
マ
ジ
」
が
主
に
関
わ
っ
て
い
る
の
は
打
消
意
志
と
い
う
情
意
的
否
定
判
断

の
方
で
あ
っ
て
、
不
可
能
の
意
味
は
副
詞
「
え
・
否
」
の
方
が
主
に
担
う
表
現
性
と
考
え
ら
れ
る
。
不
可
能
表
現
と
い
う
点
で
は
、
「
マ
ジ
」

は
文
全
体
の
中
で
「
え
・
否
」
と
の
関
係
か
ら
否
定
の
語
と
し
て
呼
応
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
様
に
、
「
マ
ジ
」
自

体
が
必
ず
し
も
客
観
的
情
況
不
可
能
の
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

○
そ
こ
は
貫
と
も
あ
た
ひ
も
せ
じ
と
思
ひ
て
た
ゞ
少
に
買
つ
。
主
は
不
用
の
う
き
な
れ
ば
畠
に
も
つ
く
ら
勘
勘
以
。
家
も
え
た
つ
ま
じ
。

益
な
き
所
と
思
ふ
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
宇
治
拾
遺
〕

可
能
の
助
動
詞
「
る
」
と
共
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
情
況
不
可
能
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
本
稿
の

調
査
範
囲
で
、
斯
か
る
例
は
他
に
管
見
に
入
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
も
う
一
方
の
主
観
的
情
況
不
可
能
と
分
類
し
た
も
の
も
、

「
マ
ジ
」
が
本
来
担
っ
て
い
る
の
は
表
現
主
体
の
情
意
に
基
づ
く
否
定
的
な
判
断
と
い
う
表
現
性
で
あ
り
、
そ
れ
が
結
果
的
に
不
可
能
の
意

味
と
解
釈
で
き
る
内
容
に
な
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
主
観
的
情
況
不
可
能
の
用
例
数
の
多
さ
も
、
「
マ
ジ
」
の
根
幹
的
な
意
味
や

表
現
性
が
表
現
主
体
の
情
意
に
基
づ
く
否
定
的
な
判
断
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
。
因
み
に
、
分
類
表
で
は
、

副
詞
「
え
」
に
呼
応
す
る
多
く
の
例
を
、
外
形
的
な
意
味
の
特
徴
か
ら
、
便
宜
的
に
客
観
不
可
能
の
項
に
分
類
し
た
に
過
ぎ
ず
、
適
切
な
処

置
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
マ
ジ
」
の
表
現
内
容
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
客
観
不
可
能
の
例
は
殆
ど
な
く
な
り
、
打
消
推
定
と
打

消
意
志
の
例
が
増
え
て
、
そ
の
分
布
の
特
徴
的
な
偏
在
傾
向
が
一
層
際
立
つ
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
、
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
判
断
の
表
現
に
用
い
ら
れ
た
「
マ
ジ
」
の
表
現
性
に
つ
い
て
見
る
。
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
表
現

は
、
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
に
も
「
マ
ジ
」
に
も
共
に
多
く
の
例
が
見
出
さ
れ
、
両
者
の
根
本
的
な
意
味
・
用
法
と
考
え
得
る
。
こ
の
共
通
す
る



部
分
に
お
い
て
、
両
者
を
同
義
語
的
存
在
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
両
者
が
全
く
同

一
な
訳
で
は
な
い
こ
と
が
解
る
。
そ
れ
は
、
結
論
的
に
い
う
と
、
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
が
、
或
る
客
観
的
な
情
況
・
根
拠
に
基
づ
い
て
、
換
言

す
れ
ば
社
会
的
・
普
遍
的
な
道
理
に
照
ら
し
て
、
そ
の
必
然
性
・
妥
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
を
専
ら
と
す
る
の
に
対
し
て
、
「
マ
ジ
」
に
は
個

人
的
・
情
意
的
な
理
解
に
基
づ
い
て
、
必
然
性
・
妥
当
性
を
判
断
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
如
き
例
が
あ
る
。

○
そ
の
こ
ろ
は
ひ
た
ゞ
こ
の
事
に
て
す
ぎ
ぬ
。
身
の
上
を
の
み
す
る
日
記
に
は
入
る
ま
じ
き
事
な
れ
ど
も
悲
し
と
思
ひ
入
り
L
も
誰
な
ら

ね
ば
記
し
お
く
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
購
蛤
日
記
　
中
〕

○
う
ち
と
く
須
以
酎
も
の
　
え
せ
も
の
　
さ
る
は
よ
し
と
人
に
い
は
る
る
人
よ
り
も
う
ら
な
く
ぞ
見
ゆ
る
。
　
　
　
　
　
〔
枕
草
子
〕

い
ず
れ
も
「
～
す
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
い
う
妥
当
性
の
否
定
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
購
輪
日
記
の
例
は
、
表
現
主
体
の
情
意
的

判
断
に
基
づ
い
て
、
自
ら
の
行
為
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
日
記
や
随
想
で
あ
る
が
故
に
、
社
会
的
・
普
遍
的
な
妥
当
性
の
否
定
的

判
断
を
述
べ
る
と
い
う
よ
り
も
、
個
人
的
な
情
意
に
基
づ
い
て
判
断
し
た
も
の
の
表
現
と
認
め
ら
れ
る
。
「
マ
ジ
」
の
総
て
が
こ
の
よ
う
な
性

質
の
も
の
で
あ
る
訳
で
は
な
い
が
、
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
に
は
な
い
も
の
で
、
極
め
て
特
徴
的
な
表
現
性
と
言
え
る
。
「
マ
ジ
」
と
「
ベ
シ
」

の
否
定
形
と
は
、
或
る
程
度
共
通
す
る
部
分
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
質
な
表
現
性
と
表
現
価
値
を
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同

一
の
文
章
様
式
の
中
に
も
共
存
し
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
、
「
ベ
シ
」
　
の
否
定
形
と
　
「
マ
ジ
」

前
節
ま
で
も
、
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
と
「
マ
ジ
」
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
一
連
の
文
脈
の
中
で
、
同

義
・
類
義
の
表
現
内
容
を
、
異
な
る
表
現
形
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
典
型
的
な
例
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現

性
や
表
現
価
値
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

例
え
ば
次
の
例
は
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
「
マ
ジ
」
が
共
に
、
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
的
な
判
断
、
或
は
禁
止
と
解
釈
で
き
る
表
現
に
用
い

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
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ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

○
或
時
学
問
ノ
ツ
イ
テ
二
十
眼
房
被
申
云
ソ
ン
シ
タ
ル
所
ヲ
ス
リ
候
ト
テ
ロ
ニ
テ
フ
キ
候
ハ
如
何
。
仰
云
、
ロ
ニ
テ
経
巻
ノ
上
ノ
塵
土
ヲ
フ

ク
へ
カ
ラ
ス
云
々
。
フ
ク
マ
シ
キ
事
也
。

〔
却
廃
忘
記
　
上
〕

両
者
の
違
い
は
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
が
終
止
形
終
止
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
マ
ジ
」
が
「
マ
ジ
キ
（
事
）
也
」
と
い
う
形
を
と
る
点
に
あ
る
。

こ
れ
は
単
に
外
形
上
の
相
違
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
両
者
の
表
現
性
の
相
違
を
反
映
し
た
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

る
。
つ
ま
り
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
は
他
者
に
対
し
て
表
現
主
体
の
判
断
を
示
し
た
も
の
（
仮
に
「
外
向
」
性
の
表
現
、
ま
た
は
「
対
他
」
性
の
表
現
と

呼
ぶ
）
で
あ
り
、
従
っ
て
禁
止
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
の
に
対
し
て
、
「
マ
ジ
」
の
方
は
表
現
主
体
が
自
分
自
身
の
中
で
判
断
を
確
認
す

る
も
の
（
仮
に
「
内
向
」
性
の
表
現
と
呼
ぶ
）
と
言
え
る
。
「
マ
ジ
」
の
多
く
の
例
が
、
「
マ
ジ
キ
（
事
）
也
」
の
如
く
、
判
断
の
辞
「
ナ
リ
（
也
）
」

を
伴
っ
て
、
不
必
然
・
非
妥
当
の
事
態
と
し
て
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
斯
か
る
「
マ
ジ
」
の
表
現
性
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ

と
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
解
釈
は
、
次
の
よ
う
な
例
に
も
同
様
に
可
能
で
あ
る
。

○
然
レ
ハ
案
内
不
知
サ
ラ
ム
所
ニ
ハ
努
々
不
立
寄
マ
シ
キ
也
。
況
ヤ
宿
セ
ム
事
ハ
不
可
思
懸
ス
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
。
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
七
〕

先
ず
表
現
主
体
が
内
向
的
に
そ
の
妥
当
性
の
否
定
的
判
断
を
確
認
し
、
続
い
て
世
間
で
「
語
り
伝
へ
」
て
い
る
こ
と
（
い
わ
ば
外
向
性
の
判
断

表
現
）
を
示
す
と
い
っ
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
今
昔
な
ど
で
は
、
説
話
末
尾
に
お
け
る
表
現
主
体
自
身
の
評
語
と
し
て
「
マ
ジ
」

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
は
殆
ど
用
い
ら
れ
な
い
。
特
定
の
対
象
者
を
眼
前
に
し
て
積
極
的
・
命
令
的
に
判
断
を
押
し

つ
け
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
、
外
向
性
・
対
他
性
の
強
い
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
よ
り
も
、
「
マ
ジ
」
の
持
つ
表
現
性
の
方
が
、
評
語
に
用
い
る
語
と

し
て
は
、
相
応
し
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
「
マ
ジ
」
の
表
現
性
は
、
次
の
如
き
例
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。

〇
八
隣
な
り
け
る
人
の
）
子
共
の
い
ふ
や
う
、
「
無
為
な
る
人
の
家
よ
り
出
さ
ん
こ
と
、
あ
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。

忌
の
か
た
な
り
と
も
、
わ

が
門
よ
り
出
さ
め
」
と
い
ヘ
ビ
も
、
「
僻
事
な
し
給
そ
。
た
ゞ
、
厚
行
が
門
よ
り
出
し
奉
ら
ん
」
と
い
ひ
て
帰
ぬ
。
…
（
中
略
）
…
（
厚



行
の
）
妻
子
共
き
～
て
、
「
不
思
議
の
事
し
給
親
か
な
。
い
み
じ
き
穀
だ
ち
の
聖
な
り
と
も
、
か
～
る
こ
と
す
る
人
や
は
あ
る
べ
き
。
身

思
は
ぬ
と
い
ひ
な
が
ら
、
わ
が
門
よ
り
隣
の
死
人
出
す
人
や
あ
る
。
返
々
も
あ
る
ま
じ
き
こ
と
也
」
と
、
　
　
　
　
　
〔
宇
治
拾
遺
〕

共
に
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
判
断
の
表
現
で
あ
る
が
、
「
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
が
一
般
的
通
念
・
社
会
的
道
理
に
照
ら
し
て
「
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」
と
す
る
客
観
的
な
判
断
の
外
向
的
（
対
他
的
）
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
マ
ジ
」
は
個
人
的
な
情
意
に
基
づ
い
て
「
あ
っ
て
欲
し

く
な
い
」
と
い
う
程
の
意
の
情
意
的
な
判
断
表
現
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
以
上
の
よ
う
な
解
釈
が
い
つ
も
有
効
で
あ
る
と
は
限
ら

な
い
。
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
と
「
マ
ジ
」
と
が
同
一
文
脈
内
に
共
存
し
て
い
る
場
合
（
特
に
和
漢
混
清
文
の
如
き
文
章
）
に
は
そ
の
よ
う
な
使
い

分
け
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
で
表
現
さ
れ
る
場
合
（
和
文
や
漢
文
訓
読
文
の
多
く
の
場
合
）
に
は
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
く
、
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
と
「
マ
ジ
」
と
が
は
ぽ
同
義
的
な
存
在
で
あ
る
と
見
ざ
る
を
得
な
い
も
の
も
多
い
。

す
な
わ
ち
、
同
一
の
文
章
様
式
の
中
で
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
と
「
マ
ジ
」
と
が
共
存
し
て
い
る
場
合
に
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、

両
者
が
全
く
同
一
の
同
義
的
存
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
或
る
程
度
は
重
な
り
合
う
部
分
を
持
ち
な
が
ら
も
、
基
本
的
な
部
分
で
は
表
現

性
を
異
に
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
同
一
文
章
様
式
の
中
に
共
存
し
得
た
の
で
あ
り
、
且
つ
、
特

に
和
漢
混
清
文
に
お
い
て
は
、
相
補
的
な
関
係
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
表
現
価
値
を
持
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

む
す
び
に

こ
こ
ま
で
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
和
漢
混
清
文
の
中
で
、
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
で
な
く
、
「
マ
ジ
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
の

意
義
や
特
徴
を
考
え
る
の
に
有
効
と
思
わ
れ
る
例
が
幾
つ
か
あ
る
の
で
、
参
考
の
た
め
に
次
に
列
挙
す
る
。

○
ケ
タ
モ
ノ
～
王
ナ
レ
ハ
コ
へ
ヲ
イ
カ
ラ
シ
テ
ホ
ヘ
ム
二
鳥
モ
ヲ
チ
ヌ
ヘ
ケ
レ
ト
又
コ
ノ
サ
ル
ノ
イ
ノ
チ
モ
タ
フ
マ
シ
カ
ル
へ
キ
コ
ト
ヲ

ヲ
モ
フ
ニ
イ
カ
ー
ス
へ
カ
ラ
ム
ト
ヲ
モ
ヒ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
法
華
百
座
〕

こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
判
然
と
し
な
い
が
、
「
マ
ジ
＋
ベ
シ
」
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
マ
ジ
」
が
必
ず
し
も
単
純
な
「
ベ

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
　
の
否
定
表
現
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シ
」
　
の
否
定
表
現
の
語
で
は
な
い
こ
と
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

○
王
ノ
ヲ
ム
ト
モ
ノ
人
此
五
人
力
夜
フ
カ
ク
ア
ヤ
シ
キ
ス
カ
タ
シ
テ
ア
ル
ヲ
カ
ラ
メ
テ
「
コ
ゝ
ニ
夜
フ
カ
ク
マ
カ
リ
ニ
ク
ル
モ
ノ
ナ
ム
カ

ラ
メ
テ
侍
」
卜
奏
ス
ル
ニ
「
ニ
カ
ス
マ
シ
ウ
シ
テ
タ
シ
カ
ニ
ト
エ
」
ト
ノ
ク
マ
ウ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
法
華
首
座
〕

O
「
賢
シ
人
ノ
妻
ノ
許
二
行
ヌ
妻
二
遇
云
ク
『
（
略
）
然
レ
ハ
此
ノ
玉
夜
ル
照
ス
事
元
並
シ
此
ヲ
納
メ
ラ
レ
テ
此
ノ
事
各
申
サ
ム
時
二
返
ス
マ
シ
キ
様
二
裁
バ

ラ
シ
メ
給
へ
キ
也
』
ト
云
テ
玉
ヲ
押
シ
預
ケ
テ
（
以
下
略
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
〕

禁
止
或
は
必
然
性
・
妥
当
性
の
否
定
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
で
表
現
さ
れ
る
内
容
と
は
か
な
り
異
な
る
、
と
い
う
よ
り
も
、

「
不
可
」
や
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
に
斯
か
る
用
法
は
見
出
せ
な
い
。
仮
に
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
（
ベ
カ
ラ
ズ
シ
テ
・
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
、
ベ
カ

ラ
ザ
ル
ヤ
ウ
ニ
・
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヤ
ウ
ニ
な
ど
）
を
用
い
て
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
は
随
分
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
内
容
に
な
る
。
「
ベ

シ
」
の
否
定
形
で
は
表
現
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
「
マ
ジ
」
を
用
い
る
し
か
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〇
本
医
師
ニ
テ
ナ
ム
有
ケ
レ
ハ
鎮
西
こ
来
ケ
ル
カ
居
付
テ
不
返
マ
シ
カ
リ
ケ
レ
ハ
京
二
召
上
テ
医
師
ニ
ナ
ム
被
仕
ケ
ル
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
四
〕

こ
れ
も
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
で
は
表
現
で
き
な
い
用
法
で
あ
る
。
意
味
的
に
は
、
第
三
者
の
意
志
を
推
し
量
っ
た
「
～
す
る
つ
も
り
（
意
志
）

は
な
さ
そ
う
だ
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
意
志
表
現
に
お
け
る
「
ム
」
と
「
ベ
シ
」
と
の
関
係
で
は
、
「
ム
」
と
異

な
り
、
「
可
」
や
「
ベ
シ
」
に
第
三
者
の
意
志
を
表
現
す
る
用
法
は
見
出
せ
な
い
。
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
の
場
合
も
同
様
で
、
第
三
者
の
意
志

を
表
現
す
る
用
法
は
な
い
。
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
で
表
現
で
き
ず
、
和
文
語
「
マ
ジ
」
の
方
だ
け
が
有
す
る
意
味
・
用
法
で
あ
っ
た
た
め
に
、

「
マ
ジ
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
、
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
と
「
マ
ジ
」
と
が
相
補
的
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
の
一
面
を
窺
わ

せ
る
例
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
考
察
で
指
摘
し
得
た
結
果
を
、
は
じ
め
に
述
べ
た
本
稿
の
問
題
と
目
的
に
そ
っ
て
、
主
な
部
分
だ
け
を
簡
単
に
整
理
し
て
む
す
び

と
し
た
い
。
全
体
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
表
I
か
ら
表
Ⅷ
ま
で
を
一
括
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
使
用
状
況
を
表
Ⅸ
に
整
理
し
た
。
な
お
、



本
稿
で
述
べ
得
た
こ
と
は
、
題
目
に
も
示
し

た
よ
う
に
、
「
中
世
」
の
「
和
漢
混
清
文
」
に

お
け
る
「
ベ
シ
」
　
の
否
定
表
現
形
式
と
し
て

の
「
ベ
シ
」
　
の
否
定
形
と
　
「
マ
ジ
」
　
に
つ
て

の
性
質
や
特
徴
と
両
者
の
関
連
で
あ
る
。
中

古
以
前
の
、
ま
た
和
文
資
料
の
用
例
な
ど
も

参
照
し
た
が
、
そ
う
い
う
も
の
に
ま
で
普
遍

的
に
通
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
中
世
の
和
漢

混
清
文
で
、
両
者
が
共
存
す
る
こ
と
の
意
味

か
ら
窺
え
る
相
対
的
な
性
質
や
特
徴
で
あ

る
。ま
ず
、
漢
字
表
記
「
不
可
」
　
は
、
一
般
に

国
語
助
動
詞
「
ベ
シ
」
　
に
関
し
て
分
類
さ
れ

る
意
味
・
用
法
に
応
じ
た
否
定
表
現
の
形
式

と
し
て
機
能
し
、
「
マ
ジ
」
が
担
う
と
さ
れ
る

意
味
・
用
法
を
も
包
有
し
て
い
る
と
見
ら
れ

る
。
そ
れ
だ
け
「
不
可
」
は
複
雑
で
多
岐
に

亙
る
意
味
・
用
法
を
有
す
る
が
、
そ
れ
は
和

化
漢
文
に
お
け
る
も
の
（
漢
文
訓
読
語
「
ベ
カ

Ⅸ表

性

性

鎗

瞥

必

妥

性

性

然

当

必

妥

生

吐
⊥

矧
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合
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中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現

七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

ラ
ズ
」
を
「
不
可
」
と
表
記
す
る
こ
と
も
含
め
て
）
を
和
漢
混
清
文
が
受
容
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
不
可
」
と
「
ベ
カ

ラ
ズ
」
と
が
同
義
で
あ
る
と
見
得
る
の
は
、
訓
読
と
い
う
〝
理
解
行
為
″
の
場
で
言
え
る
こ
と
で
、
和
漢
混
清
文
の
よ
う
な
〝
表
現
行
為
〟

の
場
に
お
い
て
は
、
両
者
が
全
く
の
同
義
語
と
は
捉
え
難
く
、
仮
名
表
記
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
は
、
「
不
可
」
　
に
比
し
て
、
そ
の
意
味
・
用
法
は
幾

分
狭
い
。
表
Ⅸ
か
ら
も
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
「
不
可
」
と
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
の
根
幹
的
な
意
味
や
表
現
性
は
、
あ
る
情
況
・
根
拠
に
基
づ
い
た
必

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

然
性
・
妥
当
性
の
否
定
的
な
判
断
を
示
す
表
現
に
与
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
「
不
可
」
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
は
禁
止
・
不
許
可
の
表
現
に
多
く
用

い
ら
れ
る
と
い
う
慣
用
的
性
格
へ
の
傾
斜
・
限
定
の
傾
向
が
窺
え
る
。
一
方
、
「
マ
ジ
」
の
本
来
的
な
意
味
や
表
現
性
も
、
そ
の
表
現
内
容
か

ら
見
れ
ば
、
否
定
的
な
判
断
を
示
す
表
現
に
与
る
こ
と
に
あ
る
。
両
者
は
共
に
表
現
主
体
の
情
況
判
断
を
示
す
語
で
あ
る
点
で
は
共
通
し
て

い
る
と
言
え
る
。
両
者
の
相
違
は
、
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
が
、
社
会
的
・
普
遍
的
な
通
念
や
道
理
に
照
ら
し
て
、
必
然
性
・
妥
当
性
を
判
断
す

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

る
表
現
性
を
持
つ
点
が
特
徴
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
マ
ジ
」
は
個
人
的
・
情
意
的
な
理
解
に
基
づ
い
て
否
定
的
に
判
断
す
る
表
現
性
を
持
つ

点
を
特
徴
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
の
内
、
特
に
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
の
場
合
は
、
表
現
主
体
の
否
定
的
判
断
を
他
者

に
対
し
て
示
す
外
向
的
・
対
他
的
な
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
マ
ジ
」
の
方
は
、
表
現
主
体
が
自
分
自
身
の
中
で
判
断
を
確
認
す
る
内
向

的
な
表
現
で
あ
る
と
い
う
捉
え
方
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
点
も
両
者
の
特
徴
的
な
相
違
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
な
お
、
本
稿
で
述
べ
た
「
マ

（18）

ジ
」
の
特
徴
は
、
一
般
に
中
古
和
文
に
お
け
る
「
ジ
」
の
性
格
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
内
容
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
中
世
に
お
い
て
は
、

「
マ
ジ
」
が
「
ジ
」
の
領
域
を
侵
し
（
「
ジ
」
は
次
第
に
衰
微
し
）
、
「
マ
ジ
」
が
主
観
的
表
現
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
よ
り
辞
的
性
格
が
強
く
な

る
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
と
通
ず
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
形
式
と
し
て
、
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
と
「
マ
ジ
」
と
が
、
全
く
の
同
義
語
と
い
う
訳
で
は
な

い
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
両
者
は
、
類
似
・
共
通
し
た
部
分
を
持
ち
な
が
ら
も
、
基
本
的
な
部
分
で
は
そ
の
表
現
性
を
異
に
し
、
微
妙
な
意

味
・
用
法
上
の
差
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
が
存
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
相
互
に
表
現
し
得
な
い
部
分
を
補
い
合
う
関
係
で
共
存
し
て
い
た
の
で



は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

（19）

そ
の
他
の
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
形
式
に
も
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
（
例
え
ば
「
ザ
ル
ベ
シ
」
に
関
わ
る
問
題
な
ど
）
。
「
ベ
シ
」
の
否
定
形

と
「
マ
ジ
」
と
の
関
係
、
或
は
そ
の
周
辺
の
問
題
は
、
単
に
文
体
的
位
相
差
や
外
形
上
の
特
徴
だ
け
で
な
く
、
適
時
的
に
も
共
時
的
に
も
、

そ
の
表
現
性
・
表
現
価
値
な
ど
、
ま
だ
考
え
ら
れ
る
べ
き
事
は
多
い
よ
う
に
思
う
が
、
今
は
充
分
に
述
べ
る
だ
け
の
用
意
が
な
い
。

注（
1
）
　
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
形
式
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
「
ベ
シ
」
の
前
が
否
定
形
に
な
る
「
ザ
ル
ベ
シ
」
「
ナ
カ
ル
ベ
シ
」
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
直

接
に
検
討
の
対
象
と
し
な
い
。
ま
た
、
「
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
「
ベ
キ
モ
ナ
シ
」
に
は
、
「
ベ
キ
十
形
式
体
言
＋
こ
ア
ラ
ズ
」
「
ベ
キ
＋
形
式
体
言
＋
ナ
シ
」

の
形
に
な
る
「
ベ
キ
事
ニ
ア
ラ
ズ
」
「
ベ
キ
様
ナ
シ
」
の
よ
う
な
例
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
も
対
象
と
し
な
い
。
形
式
体
言
か
実
質
的
意
味
を
持

っ
た
体
言
か
の
弁
別
を
戟
然
と
し
得
ず
、
且
つ
実
質
体
言
を
介
し
た
も
の
と
の
差
異
や
境
界
も
明
確
に
し
得
な
い
た
め
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
問
題
が

多
岐
に
わ
た
り
、
焦
点
が
拡
散
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
と
る
処
置
で
あ
る
。
本
稿
で
は
否
定
の
語
を
後
に
持
つ
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現
形
式
を

中
心
に
考
察
す
る
。

（
2
）
　
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
は
既
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
和
漢
混
清
文
の
和
文
語
の
受
容
に
つ
い
て
の
一
考
察
－
終
助
詞
「
か
し
」
を
中
心
に
－
」

（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
二
輯
）
、
「
中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
助
動
詞
「
む
」
・
「
べ
し
」
に
つ
い
て
ー
〈
意
志
〉
の
意
味
・
用
法
を
中
心
に
－
」
（
『
鎌

倉
時
代
語
研
究
』
第
一
二
輯
）
、
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
将
・
欲
」
と
「
可
・
当
」
等
に
つ
い
て
～
〈
警
〉
の
意
味
・
用
法
を
中
心
に
－
」
（
『
掛
瑠
璃
餌

国
語
学
論
集
』
）

（
3
）
　
本
稿
の
内
容
と
直
接
関
わ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
示
す
と
、
次
の
よ
う
な
論
考
が
あ
る
。
大
野
透
「
ベ
シ
・
ベ
カ
ラ
ズ
・
マ
シ
ジ
・
マ
ジ
に
つ
い

て
」
（
『
国
語
学
』
2
5
　
昭
和
三
年
七
月
）
、
小
林
賢
次
「
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
ジ
・
マ
ジ
・
ベ
カ
ラ
ズ
」
（
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
8
4
　
昭

和
五
二
年
六
月
）
、
同
「
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
否
定
推
量
・
否
定
意
志
の
表
現
－
ジ
・
マ
ジ
・
ベ
カ
ラ
ズ
の
周
辺
－
」
（
『
香
川
大
学
教
育
学
部
研

究
報
告
』
　
1
1
4
3
　
昭
和
五
二
年
一
〇
月
）
。

（
4
）
　
小
林
芳
規
「
上
代
に
お
け
る
書
記
用
漢
字
の
訓
の
体
系
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
四
五
竺
〇
月
）
。
書
記
用
漢
字
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
「
各
辞
に
当
る
漢
字
は
〓
疋
し
て
」
お
り
、
「
〓
正
の
訓
字
は
、
一
の
テ
ニ
ヲ
ハ
を
表
す
の
を
原
則
と
す
る
」
の
で
あ
り
、

大
綱
と
し
て
は
、
書
記
用
漢
字
は
「
〓
正
の
漢
字
が
、
〓
正
の
テ
こ
ヲ
ハ
を
表
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
」
。
書
記
用
漢
字
は
和
語
を
背
景

と
し
た
漢
字
と
言
っ
て
よ
く
、
漢
語
を
背
景
と
し
た
訓
読
用
漢
字
と
は
体
系
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
語
法
等
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ

う
0

（
5
）
　
調
査
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
と
参
照
し
た
文
献
等
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
古
事
記
－
真
福
寺
本
、
日
本
思
想
大
系
『
古
事
記
』
　
（
岩
波

書
店
）
。
古
語
拾
遺
－
新
撰
日
本
古
典
文
庫
『
古
語
拾
遺
』
　
（
現
代
思
潮
社
）
。
日
本
霊
異
記
－
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
霊
異
記
』
　
（
岩
波
書
店
）
。

将
門
記
－
真
福
寺
本
、
日
本
思
想
大
系
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』
　
（
岩
波
書
店
）
、
東
洋
文
庫
『
将
門
記
』
　
（
平
凡
社
）
、
新
撰
日
本
古
典
文
庫
『
将
門

記
』
　
（
現
代
思
潮
社
）
。
日
本
往
生
極
楽
記
・
大
日
本
国
法
華
経
験
記
－
日
本
思
想
大
系
『
往
生
伝
　
法
華
験
記
』
　
（
岩
波
書
店
）
。
江
談
抄
－
『
古
本

系
江
談
抄
注
解
』
・
『
類
緊
本
系
江
談
抄
注
解
』
　
（
武
蔵
野
書
院
）
。
和
泉
往
来
－
高
野
山
西
南
院
蔵
本
、
『
和
泉
往
来
』
（
臨
川
書
店
）
、
『
日
本
教
科
書

大
系
（
第
二
巻
）
』
　
（
講
談
社
）
。
注
好
撰
1
金
剛
寺
蔵
本
『
注
好
撰
』
　
（
和
泉
書
院
）
、
東
寺
観
智
院
本
『
古
代
説
話
集
注
好
選
』
　
（
東
京
美
術
）
。
東
大

寺
諷
詞
文
稿
1
『
東
大
寺
諷
諦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
　
（
風
間
書
房
）
。
明
恵
上
人
夢
記
－
高
山
寺
資
料
叢
書
『
明
恵
上
人
資
料
　
第
二
』
　
（
東
京

大
学
出
版
会
）
。

（
6
）
　
古
辞
書
で
も
「
不
」
に
「
ア
ラ
ズ
」
の
訓
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
純
漢
文
の
用
法
で
も
「
名
詞
で
も
述
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
は
不
を
加
え

て
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
　
の
で
あ
る
か
ら
、
和
語
と
の
関
係
で
い
え
ば
「
ア
ラ
ズ
」
を
漢
字
「
不
」
で
表
記
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
事
実
、

和
化
漢
文
に
そ
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
例
も
存
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
一
考
察
－
用
字
嘉
法
上
の

漢
文
和
化
に
つ
い
て
－
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
二
ハ
輯
）
　
に
お
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
「
不
可
」
が
「
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
で
あ
り
得
る

か
ど
う
か
は
明
確
に
で
き
な
い
。

（
7
）
　
注
（
6
）
拙
稿
に
お
い
て
論
じ
た
。

（
8
）
　
因
み
に
、
こ
の
「
不
可
」
「
非
可
」
「
無
可
」
の
三
者
に
共
通
す
る
基
本
的
な
部
分
、
即
ち
必
然
性
・
妥
当
性
に
つ
い
て
の
判
断
表
現
と
い
う
こ
と

が
、
「
可
」
　
の
根
本
的
な
意
味
・
用
法
の
要
素
　
（
原
義
）
　
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
9
）
　
次
の
よ
う
な
例
は
情
況
不
可
能
と
も
能
力
可
能
と
も
み
う
る
。
「
只
人
」
で
あ
る
こ
と
、
「
年
ノ
老
」
て
い
る
こ
と
を
、
前
提
に
し
た
能
力
不
可
能

と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。



O
「
我
レ
仙
ノ
法
ヲ
忘
レ
テ
年
来
二
成
ヌ
。
今
ハ
只
人
ニ
テ
侍
ル
身
也
。
然
計
ノ
霊
験
ヲ
不
可
施
」
ト
云
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
〓
〕

O
「
…
此
ノ
老
法
師
ノ
父
母
ト
モ
員
モ
不
知
ス
成
り
給
ヘ
ル
ハ
恭
ク
思
ヒ
進
レ
ト
モ
年
ノ
老
テ
起
居
心
ニ
モ
不
叶
ス
。
少
シ
遠
キ
道
ハ
速
カ
ニ
可
歩
ク
モ
非
ネ
ハ

恐
レ
乍
ラ
乗
り
進
タ
ル
こ
コ
ソ
有
レ
（
略
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
一
九
〕

能
力
不
可
能
は
他
の
不
可
能
表
現
（
例
え
ば
「
（
ら
）
れ
ず
」
「
え
…
ず
」
「
得
ず
」
「
能
ず
」
「
敢
ず
」
　
l
な
ど
）
に
依
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
1
0
）
　
調
査
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
打
開
集
－
東
辻
保
和
『
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
』
（
清
文
堂
）
。
法
華
百
座
間
書
抄
－
小
林

芳
規
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』
（
武
蔵
野
書
院
）
。
三
教
指
帰
注
1
築
島
裕
・
小
林
芳
規
『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
（
武

蔵
野
書
院
）
。
却
廃
忘
記
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記
－
高
山
寺
資
料
叢
書
『
明
恵
上
人
資
料
　
第
二
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
。
三
宝
絵
詞
－
日
本
古
典

文
学
影
印
叢
刊
『
三
宝
絵
詞
　
明
恵
上
人
伝
』
（
貴
重
本
刊
行
会
）
。
今
昔
物
語
集
－
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
『
今
昔
物
語
集
一
⊥
ハ
』

（
汲
古
書
院
）
・
未
刊
と
欠
巻
部
分
に
つ
い
て
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
（
岩
波
書
店
）
。

（
1
1
）
　
調
査
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
購
輪
日
記
－
佐
伯
梅
友
・
伊
牟
田
経
久
『
改
訂
新
版
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
』
（
風
間
書
房
）
、

枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
宇
治
拾
遺
物
語
は
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
を
主
に
用
い
、
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
を
参
考
に
用
い
た
。

（
望
　
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
中
田
祝
夫
「
解
釈
文
法
雑
筆
（
そ
の
二
・
三
）
　
－
「
べ
し
」
と
「
ま
じ
」
、
お
よ
び
そ
の
「
表
」
と
「
衰
」
（
そ
の
一
三
）
」
（
『
国
文
学

言
語
と
文
芸
』
昭
和
三
八
年
七
月
・
九
月
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
1
3
）
　
注
（
2
）
に
掲
げ
た
拙
稿
の
中
の
後
者
二
編
。

（
1
4
）
　
意
志
表
現
の
用
例
が
、
「
不
可
」
に
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
仮
名
表
記
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
に
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
は
、
今
昔
に
限
ら
ず
、
三

宝
絵
詞
で
も
同
様
で
あ
る
。
「
不
可
」
一
六
例
中
、
次
の
三
例
は
意
志
表
現
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
の
一
九
例
中
に
そ
の
よ
う

な
例
は
な
い
。

○
鳩
来
テ
王
ノ
脇
二
人
ル
鷹
追
ヒ
テ
前
ノ
樹
二
居
ヌ
「
我
二
鳩
ヲ
返
シ
給
へ
」
ト
乞
フ
王
ノ
云
ク
「
我
レ
衆
生
ヲ
救
ハ
ム
ト
念
フ
誓
ヒ
有
り
不
可
返
ス
」
卜
云
フ

鷹
ノ
云
ク
「
我
モ
衆
生
ニ
ハ
非
ス
ヤ
ハ
奈
止
加
憐
ハ
ス
シ
テ
今
日
ノ
食
ヒ
物
ヲ
ハ
奪
ヒ
給
フ
」
ト
云
フ
（
中
略
）
鷹
ノ
云
ク
「
肉
ハ
皆
益
ヌ
メ
ル
ニ
鳩
ハ
猶
重

シ
又
ハ
何
ク
ノ
肉
ラ
カ
加
ヘ
ム
早
ク
鳩
ヲ
返
シ
テ
ヨ
」
卜
責
ム
王
ノ
云
ク
「
更
二
不
可
返
」
ト
云
テ
我
力
身
乍
ラ
斤
二
繋
ム
ト
ス
ル
時
二
筋
絶
工
力
畢
ア
丸
ヒ
倒

レ
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
宝
絵
詞
　
上
巻
〕

○
太
子
王
二
日
ス
「
我
レ
聞
ク
海
ミ
ノ
中
二
如
意
珠
有
ナ
リ
心
見
二
行
テ
求
ム
」
卜
王
驚
テ
答
フ
「
…
毒
ノ
龍
大
キ
ナ
ル
魚
荒
キ
風
高
キ
波
二
往
ク
者
ノ
バ
千

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
の
否
定
表
現



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

万
ナ
レ
ト
還
ル
者
ハ
一
リ
二
リ
也
不
可
免
ス
」
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
宝
絵
詞
　
上
巻
〕

（
誓
　
小
林
賢
次
「
否
定
表
現
の
変
遷
T
I
「
あ
ら
ず
」
か
ら
「
な
し
」
へ
の
交
替
現
象
に
つ
い
て
ー
」
（
『
国
語
学
』
7
5
　
昭
和
四
五
年
一
二
月
）
。

（
1
6
）
　
臆
測
の
重
ね
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
に
見
て
き
た
「
不
可
」
・
「
非
可
」
・
「
無
可
」
と
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
・
そ
れ
以
外
の
「
ベ
シ
」
の
否

定
形
の
共
通
す
る
部
分
、
即
ち
、
表
現
主
体
の
、
必
然
性
・
妥
当
性
に
つ
い
て
の
判
断
表
現
、
或
は
種
々
の
状
況
把
握
を
根
拠
・
前
提
に
し
た
判
断

表
現
と
い
う
こ
と
が
、
「
可
」
・
「
ベ
シ
」
の
黄
も
根
本
的
な
意
味
・
用
法
の
要
素
（
原
義
）
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
7
）
　
こ
の
点
は
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
「
マ
ジ
」
と
が
表
現
性
・
表
現
価
値
を
異
に
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
両
者
は
相
補
的
な
関
係
と
し

て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
表
す
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
典
型
的
で
象
徴
的
な
例
と
見
得
る
の
が
、
連
続
す
る
文
脈
の
中
で
用
い
ら
れ
た

次
の
如
き
例
で
あ
る
。

O
「
此
ノ
子
ヲ
得
テ
何
ナ
ラ
ム
所
ニ
モ
落
シ
棄
テ
、
狗
二
食
セ
テ
ヨ
。
不
安
ス
思
フ
事
ノ
有
レ
ハ
也
。
努
々
心
ヨ
リ
外
ニ
ハ
人
不
可
散
ス
。
…
」
（
中
略
）
「

我
ハ
此
ノ
児
ノ
為
ノ
事
ナ
レ
ハ
其
人
ノ
御
子
ト
聞
タ
レ
ト
モ
更
二
人
二
不
可
散
ス
」
卜
云
テ
（
中
略
）
「
努
々
散
サ
セ
不
給
マ
シ
ク
ハ
申
シ
侍
ナ
ム
。
若
シ
聞
エ

ヤ
セ
ム
ス
ラ
ム
ト
恩
へ
ハ
也
」
ト
云
ヘ
ハ
万
二
誓
言
ヲ
立
テ
不
可
散
ヌ
由
ヲ
云
ヌ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
三
〇
・
第
六
〕

「
不
可
散
」
と
同
じ
内
容
を
、
こ
こ
だ
け
が
「
努
々
散
サ
セ
不
給
マ
シ
ク
ハ
」
と
表
現
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
仮
定
条
件
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と

の
他
に
、
「
給
」
が
示
す
よ
う
に
尊
敬
表
現
で
あ
る
こ
と
と
、
他
者
の
意
志
的
動
作
に
つ
い
て
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
。

（
1
8
）
　
極
簡
単
に
い
え
ば
、
「
主
観
的
判
断
に
よ
る
否
定
的
推
量
」
が
中
古
和
文
の
「
ジ
」
の
性
格
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
主
観
的
と
い
う
言
葉
が
指
す
意

味
内
容
は
か
な
り
広
範
囲
に
亙
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
で
き
る
だ
け
用
い
な
か
っ
た
が
、
一
般
に
「
ジ
」
の
説
明
に
関
し
て
言
わ

れ
る
「
主
観
的
」
の
指
す
範
疇
と
、
本
稿
で
用
い
た
「
情
意
的
」
と
い
う
語
と
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
同
一
の
も
の
で
は
な
い
。

（
1
9
）
　
最
後
に
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
以
外
の
「
ベ
シ
」
の
否
定
形
の
文
体
的
位
相
の
問
題
と
、
「
マ
ジ
」
と
「
ザ
ル
ベ
シ
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
推
論
を
述

べ
て
お
き
た
い
。
具
体
的
に
検
証
で
き
ず
、
説
得
力
の
な
い
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
本
稿
の
考
察
の
過
程
で
抱
い
た
印
象
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
ベ
カ

ラ
ズ
」
以
外
の
「
ベ
シ
」
否
定
形
は
、
そ
の
使
用
状
況
か
ら
も
、
一
応
和
文
語
的
性
格
の
強
い
語
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
ベ
シ
」

の
否
定
形
と
し
て
は
、
漢
文
訓
読
的
性
格
の
強
い
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
、
和
文
的
性
格
の
「
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
「
ベ
ク
モ
ナ
シ
」
な
ど
が
あ
る
こ
と
に

な
る
。
表
面
的
に
は
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
以
外
の
「
ベ
シ
」
否
定
形
と
和
文
語
「
マ
ジ
」
と
が
重
な
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、



少
な
く
と
も
基
本
的
部
分
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
同
義
で
は
な
い
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
の
表
現
価
値
を
有
し
て
存
し
て
い
た
。
一
方
、
「
ベ

シ
」
　
の
否
定
表
現
形
式
に
「
ザ
ル
ベ
シ
」
の
形
式
も
あ
り
、
漢
字
で
「
可
不
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
「
ザ
ル
ベ
シ
」
の
表
現
性
が
、

「
ベ
カ
ラ
ズ
」
な
ど
よ
り
も
、
寧
ろ
「
マ
ジ
」
と
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
に
示
す
よ
う
な
例
が
あ
る
。

○
弟
ノ
王
子
ノ
云
ク
「
（
略
）
」
ト
云
テ
心
ノ
内
二
念
フ
「
此
ノ
身
ハ
昔
造
ナ
ル
世
々
二
生
ヲ
昔
へ
ツ
、
空
シ
テ
死
シ
カ
ト
モ
徒
ラ
ニ
久
佐
利
朽
ッ
、
一
ッ
ノ
得
タ
ル

所
モ
元
今
日
ナ
ト
カ
此
ノ
可
不
済
キ
」
卜
念
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
宝
絵
詞
　
上
巻
〕

○
呼
テ
云
ク
「
山
神
・
樹
神
・
諸
天
・
龍
神
、
何
ソ
我
レ
ヲ
不
助
サ
ル
へ
キ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
五
〕

○
曽
丹
力
云
ク
「
歌
讃
共
可
参
キ
由
被
催
ル
ト
承
ハ
レ
ハ
参
タ
ル
ソ
カ
シ
。
何
テ
カ
不
参
サ
ル
へ
キ
。
此
ノ
参
タ
ル
主
達
二
可
劣
キ
身
カ
バ
」
ト〔
今
昔
　
巻
二
八
〕

○
荒
僧
土
石
タ
「
何
ノ
故
有
テ
カ
我
朝
ノ
元
興
寺
ニ
シ
テ
天
竺
ノ
王
ノ
忌
日
ヲ
可
動
キ
ソ
。
自
今
以
後
ハ
吏
二
不
可
勤
」
ト
非
道
二
行
フ
満
寺
ハ
　
「
何
也
ト

モ
何
テ
カ
本
願
ノ
忌
日
ヲ
ハ
不
勤
ル
ヘ
キ
」
卜
云
フ
程
二
大
キ
ニ
論
出
来
テ
互
二
静
ケ
ル
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
〓
〕

い
ず
れ
も
、
個
人
的
・
情
意
的
な
判
断
の
表
現
で
あ
る
。
特
に
最
後
に
示
し
た
例
は
、
対
他
的
で
外
向
的
な
表
現
と
し
て
「
不
可
勤
」
が
用
い
ら
れ

た
後
に
、
内
向
的
に
判
断
の
確
認
を
す
る
表
現
に
は
「
不
動
ル
ヘ
キ
」
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
象
徴
的
な
例
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
の

例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
ザ
ル
ベ
シ
」
が
反
語
表
現
に
多
く
用
い
ら
れ
る
の
も
、
「
ザ
ル
ベ
シ
」
が
内
向
的
な
情
意
判
断
の
表
現
を
そ
の
特
徴
と

し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
ザ
ル
ベ
シ
」
が
主
観
的
な
推
量
判
断
を
表
し
、
反
語
表
現
に
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
、
既
に
先
学
も
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ザ
ル
ベ
シ
」
は
和
文
に
も
用
い
ら
れ
る
と
は
い
い
な
が
ら
、
決
し
て
多
く
な

い
。
そ
れ
は
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
が
和
文
に
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
の
と
同
じ
く
、
連
体
法
「
ザ
ル
」
が
和
文
系
の
「
ヌ
」
と
対
立
す
る
漢
文
訓
読
語

的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
漢
文
訓
読
系
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
に
対
し
て
は
和
文
系
の
「
ベ
キ
こ
ア
ラ
ズ
」

「
ベ
ク
モ
ナ
シ
」
な
ど
が
同
義
的
に
働
き
、
漢
文
訓
読
系
「
ザ
ル
ベ
シ
」
に
対
し
て
は
和
文
語
「
マ
ジ
」
が
同
義
的
に
働
く
と
い
う
関
係
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
と
も
組
酷
し
な
い
。
ま
た
、
「
ベ
シ
」
の
根
幹
が
或
る
事

態
の
必
然
性
・
妥
当
性
を
判
断
す
る
表
現
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
い
え
ば
、
「
ベ
シ
」
に
否
定
の
語
を
後
続
す
る
形
は
或
る
事
態
の
必
然
性
・
妥
当

性
を
否
定
す
る
　
（
～
ハ
ズ
ガ
ナ
イ
・
～
ス
ル
コ
ト
ハ
妥
当
デ
ナ
イ
）
表
現
で
あ
り
、
「
ザ
ル
ベ
シ
」
は
或
る
事
態
を
否
定
す
る
こ
と
の
必
然
性
・
妥

当
性
を
判
断
す
る
　
（
～
ナ
イ
ハ
ズ
ダ
・
～
シ
ナ
イ
ノ
ガ
妥
当
ダ
）
表
現
と
言
え
る
。
飽
く
ま
で
も
「
ベ
シ
」
　
の
否
定
形
と
「
マ
ジ
」
と
が
異
な
る
表

中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ベ
シ
」
　
の
否
定
表
現
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現
性
を
持
つ
と
見
る
な
ら
ば
、
否
定
語
を
特
に
必
要
と
せ
ず
に
否
定
表
現
と
な
る
「
マ
ジ
」
は
、
「
ベ
シ
」
が
肯
定
す
る
こ
と
の
必
然
性
・
妥
当
性

を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
相
対
し
て
、
否
定
す
る
こ
と
の
必
然
性
・
妥
当
性
を
判
断
す
る
（
～
ナ
イ
ハ
ズ
ダ
・
～
シ
ナ
イ
ノ
ガ
妥
当
ダ
）
表
現

性
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
「
ザ
ル
ベ
シ
」
の
表
現
性
と
対
応
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。




